
基礎分野 キリスト教概論 夜間部１年次 前期 ２単位・１５回 講義 渡邊さゆり 

GIO（一般教育目標）： 

本講義は、対人援助者の「霊性」「隣人性」「ディアコニア」「死生観」についてとりあげ、受講者がクライアントとの相互関係に着

目することを目的とする。パラダイム転換による豊かな対人援助の可能性を求め、医療、福祉、教育の現場において「人権」と「い

のちの尊厳」を重んじることを目標とする。 

SBO（行動目標）： 

特に、キリスト教世界、そして多様なキリスト者たちとの出会いを通し、キリスト教の信仰実践の中で培われてきた「祈り」、「傾聴」、

「社会的死からの回復」の証言に触れる。キリスト教信仰実践の一つである「パストラルケア」をモデルに、対人援助者としての「レ

スポンシブ対応」の能力を高める。 

授業概要：「講義」とキリスト教の信仰実践である「礼拝」の形式で授業を構成します。キリスト教「礼拝」の基本的所作を身に着

け、礼拝を通して学びます。講義では、イエス・キリストの生涯における「癒し」と「いのちの希求」を取り上げます。特に「しょ

うがい」、「やまい」を生きる人びととの出会いの中から、現代の「しょうがい」、「やまい」への差別、偏見の根源を探求し、高い人

権意識を身に着けた対人援助者を目指します。ロールプレイ、スキット制作などを通じて、想像力を養います。キリスト教、聖書の

基本的な知識を身に着け、「心に触れる対人支援者」としての自覚を得るため、生、死、悔い改め、赦し、和解、信仰、希望、愛、

奉仕、などのテーマを取り上げます。 

回 授業計画又は学習の主題 授業時間外の予習・復習等 

1 オリエンテーション 彰栄学園のあゆみと礼拝について 学生便覧の冒頭をよく読み、配布資料を読む 

2 キリスト教の暦、聖書の文化と歴史 指定されたテキストの箇所を読む 

3 キリスト教の「世界観」（被造、所有、罪） 前回配布された資料に目を通す 

4 イエスの生涯～四つの福音書が伝える「イエス」についての「証言」 指定されたテキストを読み、また講義内で指示された内容の暗記をする 

5 「しょうがい」／ノーマライゼーションを考える（MK２，３）／マージナライズドされる人びととのかかわりから 前回の課題であった内容の確認を行い、指定されたテキストの箇所を読む 

6 TAB Temporary Abled Body について（JN9） 身近にいる「しょうがい」を生きる人びととの会話記録を作成する 

7 シェアリングマインド（分けると増える～パラダイム転換による支援）（JN6） 
指定されたテキストを前もって熟読し、この物語の意味に

ついて考え、講義後にリフレクションシートを作成する 

8 死の恐怖に向き合う～「社会的死」と「肉体の死」～降りてくる支援という地平（MT14） 該当するテキストを熟読する 

9 被支援者の社会的地位と支援者のまなざし～ひきおこされを受けるのは誰か（MK5 ） 被支援者の置かれた状況についての気づきをまとめる 

10 平等とは何か～被支援者の尊厳について～ぶどう園の農夫のたとえが教えること。 グループワークのサマリーを仕上げる 

11 隣人とは誰か～善きサマリア人とは誰だったのか スプラングニゾマイの経験の分かち合いの準備をする 

12 洗足のイエス～ディアコニアの精神、福祉、医療におけるディアコニア～（JN13） キリスト教会のディアコニアの実践についてを調べる 

13 信頼と裏切り（イエスの受難とは、いったい何だったのか？～信頼が断ち切られる危機の中で） 該当するテキストを熟読する 

14 イエスの十字架（死について）と復活（現代における「復活」とは何か） 該当するテキストを熟読する 

15 まとめ～支援者として生きるから生かされるへの視点のシフト～ 本講義を通して得たパースペクティブについて発題をする準備をする 

使用教科書： 

講義内で資料を配布。「聖書 新共同訳」日本聖書協会、「讃美歌・讃美歌第二編・ともにうたおう」日本基督教団出版局 

参考図書：必要に応じて、講義内で紹介する。 

単位認定の方法及び基準：出席、講義内の取り組みを重視による総合評価。 

実務経験のある教員の担当する授業科目該当：有 

どのような実務経験を持つ担当教員が、どのような授業を行うのか：子育て支援事業、保育、臨床牧会訓練、ターミナルケア（ホスピスで

のパストラルケア）、がん治療者への伴走牧会、キリスト教プロテスタント教会牧師に携わった経験を有しています。不可視化され

たスピリチュアルケアの実践を目指す作業療法士の養成のための講義、ワークショップを実施します。 



基礎分野 行動科学 夜間部１年次 後期 ２単位・１５回 講義 土居大祐 

GIO（一般教育目標）： 

⑴ 行動の原理もしくは理論や行動変容技術について知識を深め、行動科学とは何かを理解していく 

⑵ 医療従事者行動だけでなく、クライアントの行動改善にも効果がある為、行動観察能力や分析力を高めていく事を目的とする 

 

SBO（行動目標）： 

⑴ 日常生活における人間の行動を予測・解釈できる 

⑵ クライアントの行動変容を促す為の諸理論が大まかに説明できる 

⑶ 医療従事者の医療行動を改善・向上する為の知識と技術を習得し、日常生活に応用できる 

授業概要： 

行動科学の研究成果が現在のリハビリテーション分野に数多く導入されている事を伝えていく。また、クライアントの行動と医療従

事者行動の療法を取り上げながら、講義と演習を通して実践的な援助技術を身に付けていく。 

 

回 授業計画又は学習の主題 授業時間外の予習・復習等 

1 行動科学とは 予定している主題範囲内の教科書を読む 

2 自立した自分をつくる➀ 時間管理について 

3 自立した自分をつくる➁ 健康管理について 

4 自立した自分をつくる➂ 感情管理について 

5 自己実現について ビジョンを立てる 

6 メタ認知能力とは メタ認知について 

7 NBM ある患者さんの物語を通して 予定している主題範囲内の教科書を読む 

8 行動分析 ロールプレイ➀ プロセスコード作成 

9 行動分析 ロールプレイ➁ プロセスコード作成 

10 行動分析 ロールプレイ➂ プロセスコード作成 

11 発表 発表準備 

12 行動分析 ロールプレイ➃ プロセスコード作成 

13 行動分析 ロールプレイ➄ プロセスコード作成 

14 行動分析 ロールプレイ➅ プロセスコード作成 

15 発表 まとめ 発表準備・SBO 達成度の確認 

使用教科書： 

「PT・OT のためのコミュニケーション実践ガイド第 2 版」 

参考図書： 

「リハスタッフのためのコーチング活用ガイド第 2 版」 

単位認定の方法及び基準： 

定期試験（80％）課題提出及び授業態度（20％）による総合評価 

実務経験のある教員の担当する授業科目該当： 

有 

どのような実務経験を持つ担当教員が、どのような授業を行うのか： 

精神科病院にて作業療法士として多くの症例の治療に携わった経験がある。その実務経験に基づいて、観察のポイントや分析方法 

その解釈から行動を深く考えられる様、授業を展開していく。 



基礎分野 医療情報処理演習 夜間部１年次 前期 ２単位・１５回 演習 並木秀樹 

GIO（一般教育目標）： 

作業療法士として業務である書類作成、発表などに必要な Word、Excel、PowerPoint の基本的な使用方法と、簡単な情報処理の

方法を身につけ、課題発表ができる状態を目指す 

 

SBO（行動目標）： 

 Word にて指定された書式、方法で事例紹介文を書くことができる 

 Excel にて指定された表の作成、および統計情報の抽出などの操作ができる 

 PowerPoint にて伝えたい情報を効果的に伝えるためのプレゼンテーションスライドを作成し、発表することができる 

 

授業概要： 

実際にパソコンを操作しながら、体験的に学び、最終的には個人発表を行う 

 

回 授業計画又は学習の主題 授業時間外の予習・復習等 

1 Word、Excel、PowerPoint にできること 症例紹介文を作成する シラバスを読む 

2 Word：家族図、家屋図を描く 必要に応じて復習 

3 Word：棒人間図を描く 必要に応じて復習 

4 Word：自己紹介文書の発表 課題を発表できるよう準備 

5 Excel：基本 予定している主題範囲内の教科書を読む 

6 Excel：統計で分かること 予定している主題範囲内の教科書を読む 

7 Excel：統計処理演習 必要に応じて復習 

8 Excel：検定 必要に応じて復習 

9 Excel：グループワークでの作図 必要に応じて復習 
10 PowerPoint：スライドの作成 必要に応じて復習 
11 PowerPoint：アニメーションの作成 必要に応じて復習 
12 PowerPoint：行動分析的アニメーション 必要に応じて復習 
13 PowerPoint：課題に対するスライド作成 必要に応じて復習 
14 PowerPoint をもちいた課題発表 課題を発表できるよう準備 

15 PowerPoint をもちいた課題発表 授業を振り返る 

使用教科書： 

「医療者のための Excel 入門 超基礎から医療データ分析まで」   プリントも併用する 

参考図書： 

必要に応じて提示する 

単位認定の方法及び基準： 

定期試験（７０％）  課題発表（２０％）  授業への取り組みなど（１０％）による総合評価 

実務経験のある教員の担当する授業科目該当： 

有 

どのような実務経験を持つ担当教員が、どのような授業を行うのか： 

作業療法士としての業務の中で活用されてきた活用法を基として授業課題を構成する 

 



基礎分野 医療倫理学 夜間部１年次 後期 ２単位・１５回 講義 須藤京子 

GIO（一般教育目標）： 

 作業療法士として、対象者の人格を尊重し、その尊厳に配慮した関わりを模索できるよう、倫理の概念および現代医療の倫理を知

り、自分なりに考え、意見の交換ができる。 

 

SBO（行動目標）： 

① 現代医療に求められる倫理について、具体的に説明ができる。 

② 望ましい医療者－患者（作業療法士－対象者）関係について、知識や考え方を知り、自らについて考えることができる。 

③ 生と死、病気と障害、成長と加齢、医療とケアに関する事象について、自分なりに考え、他者と意見の交換ができる。 

 

授業概要： 

 現代の医療倫理について知り、臨床でみられる事象について考え、異なる価値観を知り、意見を交換することを経験する。対象者

を支援するとはどういうことなのか、再考する。 

 

回 授業計画又は学習の主題 授業時間外の予習・復習等 

1 尊厳、QOL、パーソンセンタード・ケア 予習：教科書 第 1 章 

2 倫理４原則 予習：教科書 第 2 章 

3 患者の自己決定、インフォームド・コンセント 予習：教科書 第 3 章 

4 告知 予習：教科書 第 4 章 

5 守秘義務、個人情報保護 予習：教科書 第 6 章 

6 医療者－患者関係 １ 予習：教科書 第 13 章 

7 医療者－患者関係 ２  

8 身体拘束と行動コントロール 予習：教科書 第 5 章 

9 終末期医療 １ 予習：教科書 第 8 章、第 9 章 

10 終末期医療 ２  

11 生殖補助医療、遺伝性疾患 予習：教科書 第 10 章、第 11 章 

12 摂食嚥下障害 予習：教科書 第 12 章 

13 チーム医療の倫理  

14 日本作業療法士協会倫理綱領 予習：教科書 第 14 章 

15 まとめ  

使用教科書： 

箕岡真子「臨床倫理入門」へるす出版 

参考図書： 

 砂屋敷、吉川ら編「医療・保健専門職の倫理テキスト」医療科学社、  宮坂道夫「医療倫理学の方法」医学書院 

単位認定の方法及び基準： 

 課題 20％、定期試験 80％による総合評価 

実務経験のある教員の担当する授業科目該当： 

 有 

どのような実務経験を持つ担当教員が、どのような授業を行うのか： 

 担当教員は身体障害領域の作業療法士としての実務経験がある。臨床で想定される状況を具体的に扱い、議論したい。 



基礎分野 医学用語 夜間部１年次 前期 ２単位・１５回 講義 須藤京子 

GIO（一般教育目標）： 

 対象者のカルテ内容を理解し、他職種と円滑にコミュニケーションをとるために不可欠な医学用語の基礎を習得する。 

 

SBO（行動目標）： 

① 使われる頻度の高い基本的なリハビリテーション関連用語および略語の意味を理解し、自ら使用することができる。 

 ② 辞書や参考書を用いて、対象者のカルテに記載されている内容を調べ、理解することができる。 

 

授業概要： 

 作業療法士として働く上で必要な医学用語の習得に力点をおく。人間の身体や臓器の名称、疾患名、症状、治療、運動学用語、 

リハビリテーション関連用語等の基本的な医学用語を、講義・演習を通して習得する。 

学習効果をあげるために小テストをクラス内で計 4 回行う予定である。 

 

回 授業計画又は学習の主題 授業時間外の予習・復習等 

1 リハビリテーションとは 作業療法とは 予習：リハビリテーション、OT の定義 

2 人体の部位と主要関節 予習：人体の関節の名称、教科書 pp17-18 

3 人体の基礎知識 予習：人体における運動方向と面 

4 人体の構造 骨格系 復習：第１～３回 

5 人体の構造 筋系 復習：教科書 Ch.Ⅲ pp36-41 

6 人体の構造 筋系 予習：教科書 Ch.Ⅲ pp45-51 

7 人体の構造 神経系 予習：教科書 Ch.Ⅲ 52-59 

8 復習、略語 復習：第４～７回 

9 リハビリテーション関連職種 予習：リハビリテーションチームとは 

10 疾患とリハビリテーション １ 予習：教科書 Ch.Ⅳ pp68-74 

11 疾患とリハビリテーション ２ 予習：教科書 Ch.Ⅳ pp99-103 

12 リハビリテーション関連用語 １ 復習：第８～11 回 

13 リハビリテーション関連用語 ２  

14 接頭語、接尾語  

15 まとめ 復習：第１～14 回 

使用教科書： 

清水雅子「リハビリテーションの基礎英語 第 3 版」MEDICAL VIEW 

参考図書： 

 菊地恵美子監修「英語で学ぶ作業療法」シービーアール 

 基礎医学、運動学、リハビリテーション概論など、基礎となる科目の教科書 

単位認定の方法及び基準： 

 授業内課題・議論への参加 20%、小テストの成績 80%による総合評価 

実務経験のある教員の担当する授業科目該当：有 

どのような実務経験を持つ担当教員が、どのような授業を行うのか： 

 担当教員は身体障害分野の作業療法士としての実務経験がある。臨床場面で必要とされる医学用語の理解および調べ方の習得を

目的とした授業を実施する。 



基礎分野 対人援助論 夜間部１年次 前期 ２単位・１５回 講義 眞々部仁美 

GIO（一般教育目標）： 

 対人援助に必要な自己知覚を知ったうえで、医療職として相応しい態度を身につける。また、信頼関係形成に必要となるコミュニ

ケーション能力についての基礎的な知識を修得する。 

 

SBO（行動目標）： 

① 自己知覚ができる     ② 医療職として相応しい態度が何かを説明できる 

③ クライアントを中心とした面接が出来、その場の状況に応じたコミュニケーションがとれる 

④ 多職種へのアポイントメントがとれる 

授業概要： 

対人援助職として、演習を通しクライアントの立場を理解していくと同時に、自分自身を知るための学習を行う。また、地域臨床 

見学および見学実習において、医療職として相応しい態度や立ち居振る舞いが出来るように課題を通じてアクティブラーニングを

多く取り入れていく。 

回 授業計画又は学習の主題 授業時間外の予習・復習等 

1 対人援助とは 予定している主題範囲内の教科書を読む 

2 自分を理解する意味 自分自身の性格について考えてくる 

3 自分の性格と傾向 自分自身の性格について考えてくる 

4 自己知覚と対人援助を志した理由：演習 課題：発表資料作成、発表準備 

5 自己知覚と対人援助を志した理由：発表 予定している主題範囲内の教科書を読む 

6 医療職として相応しい態度 接遇について調べてくる 

7 言語コミュニケーションと非言語コミュニケーション あらゆる場面の接遇を考える 

8 きく力 ～聞くと聴く～ あらゆる場面の接遇を考える 

9 きく力 ～聞くと聴く～：演習 あらゆる場面の接遇を考える 

10 ケースワークの基本原則 バイスティックについての予習 

11 クライアントの強さの活用と信頼関係の構築 ストレングスについての予習 

12 医療面接の準備 課題：面接実技に備えた練習 

13 医療面接の実施：面接実技体験① 自己フィードバック 

14 医療面接の実施：面接実技体験② 自己フィードバック 

15 面接実技の振り返り、SBO 達成度について SBO 達成度の確認 

使用教科書： 

「 PT OT のためのコミュニケーションガイド第 2 版 」 

参考図書： 

「病院で働く人のマナー接遇」「はじめての医療接遇」 

単位認定の方法及び基準： 

 定期試験 50％ 実技 30％ 授業態度・課題 20％による総合評価 

実務経験のある教員の担当する授業科目該当： 

 有 

どのような実務経験を持つ担当教員が、どのような授業を行うのか： 

作業療法士として、医療機関、通所系および在宅リハビリテーションに携わってきた経験をもとに支援方法を紹介していく。授業で

は自身を知り、自ら気づき臨機応変な対応が出来るよう展開していく。 



専門基礎 

分野 
解剖学Ⅰ 夜間部１年次 前期 ２単位・１５回 講義 町田志樹 

GIO（一般教育目標）： 

運動器を中心に人体の構造を理解し、正しく述べることができる。 

作業療法士として必要な運動器の知識を説明することができる。 

 

SBO（行動目標）： 

①総論を理解し、解剖学用語を適切に用いることができる。 

②主要な運動器の起始停止、神経支配、作用を説明できる。 

③自分自身の体を用いて、運動器を説明することができる。 

授業概要： 

本授業では医学の根幹とも言える解剖学の見識を得ることを目標とする。 

また適宜、理解を深めるための実技を行う。 

 

回 授業計画又は学習の主題 授業時間外の予習・復習等 

1 総論 予定している主題範囲内の教科書を読む 

2 上肢の骨・関節 予定している主題範囲内の教科書を読む 
3 上肢の筋 予定している主題範囲内の教科書を読む 
4 上肢の筋膜・神経・脈管 予定している主題範囲内の教科書を読む 
5 下肢の骨・関節 予定している主題範囲内の教科書を読む 
6 下肢の筋 予定している主題範囲内の教科書を読む 
7 下肢の筋膜・神経・脈管 予定している主題範囲内の教科書を読む 
8 頭頸部・体幹の骨・関節 予定している主題範囲内の教科書を読む 
9 頭頸部・体幹の筋 予定している主題範囲内の教科書を読む 

10 頭頸部・体幹の腹膜・神経・脈管 予定している主題範囲内の教科書を読む 
11 運動器 上肢 予定している主題範囲内の教科書を読む 
12 運動器 下肢 予定している主題範囲内の教科書を読む 
13 運動器 頭頸部・体幹 予定している主題範囲内の教科書を読む 
14 循環器系① 予定している主題範囲内の教科書を読む 
15 循環器系② 予定している主題範囲内の教科書を読む 
使用教科書： 

「ＰＴＯＴビジュアルテキスト専門基礎解剖学」 

参考図書： 

「町田志樹の聴いて覚える起始停止」 

単位認定の方法及び基準： 

定期試験による総合評価 

実務経験のある教員の担当する授業科目該当： 

有 

どのような実務経験を持つ担当教員が、どのような授業を行うのか： 

解剖学の博士号を修得。また、専門書も数冊執筆。 

 



専門基礎 

分野 
解剖学Ⅱ 夜間部１年次 後期 ２単位・１５回 講義 町田志樹 

GIO（一般教育目標）： 

人体各部の構造を正しく理解し、説明することができる。 

作業療法士として必要な呼吸器・泌尿器等の知識を身に付ける。 

 

SBO（行動目標）： 

①人体各部の構造を理解する。 

②生理学の知識と関連付けて説明することができる。 

③構造を図示し、説明することができる。 

授業概要： 

本授業では、医学の根幹とも言える解剖学の見識を得ることを目標とする。 

また適宜、理解を深めるための実技を行う。 

 

回 授業計画又は学習の主題 授業時間外の予習・復習等 

1 呼吸器系① 予定している主題範囲内の教科書を読む 

2 呼吸器系② 予定している主題範囲内の教科書を読む 
3 呼吸器系③ 予定している主題範囲内の教科書を読む 
4 消化器系① 予定している主題範囲内の教科書を読む 
5 消化器系② 予定している主題範囲内の教科書を読む 
6 消化器系③ 予定している主題範囲内の教科書を読む 
7 神経系① 予定している主題範囲内の教科書を読む 
8 神経系② 予定している主題範囲内の教科書を読む 
9 神経系③ 予定している主題範囲内の教科書を読む 

10 内分泌系① 予定している主題範囲内の教科書を読む 
11 内分泌系② 予定している主題範囲内の教科書を読む 
12 泌尿器系① 予定している主題範囲内の教科書を読む 
13 泌尿器系② 予定している主題範囲内の教科書を読む 
14 感覚器系① 予定している主題範囲内の教科書を読む 
15 感覚器系② 予定している主題範囲内の教科書を読む 
使用教科書： 

「ＰＴＯＴビジュアルテキスト専門基礎解剖学」 

参考図書： 

必要に応じて、資料を配付する。 

単位認定の方法及び基準： 

定期試験による総合評価 

実務経験のある教員の担当する授業科目該当： 

有 

どのような実務経験を持つ担当教員が、どのような授業を行うのか： 

解剖学の博士号を修得。また、専門書も数冊執筆。 

 



専門基礎 

分野 
生理学Ⅰ 夜間部１年次 前期 ２単位・１５回 講義 坂井泰 

GIO（一般教育目標）： 

生理学とは生命現象あるいは生体機能のしくみを研究対象とする学問である。 

その目的としていることは人体の機能を解明することである。 人体の正常な構造と機能を学び、健康維持と疾病回復への過程を理

解する。 身体の仕組みのすばらしさを知り、臨床科目への基礎を作る。 

SBO（行動目標）： 

①人体の恒常性を保つ機能を説明できる。②血液の成分と生体内における機能を説明できる。③細胞の興奮、興奮伝導と伝達の違い

を説明できる。④呼吸機能と呼吸の調節機能を説明できる。⑤心臓機能の調節および血圧調節機能を説明できる。 

 

授業概要： 

人体における生体機能を理解するため、人体の恒常性維持機構について図、表を用いて理解しやすいように提示する。 

生体内外の環境変化に応じて諸臓器の機能状態を変化させる自律神経について、特に循環系や呼吸器系に対する自律神経とホルモ

ンによる調節機構について解説する。 

回 授業計画又は学習の主題 授業時間外の予習・復習等 

1 生理学とは、人体とその成分、細胞の環境 予定している主題範囲内の教科書を読む。 

2 生体の恒常性、体液の組成、容量、浸透圧、pH 調節 予定している主題範囲内の教科書を読む。 

3 血液の成分と機能、赤血球の機能、貧血の種類 予定している主題範囲内の教科書を読む。 

4 白血球の機能、血小板の機能と止血 予定している主題範囲内の教科書を読む。 

5 炎症と免疫、血漿蛋白の成分と止血その機能、体液についてまとめ 体液の恒常性の維持機構について纏める。 

6 刺激と興奮、膜電位興奮伝導 予定している主題範囲内の教科書を読む。 

7 末梢神経と支配器官、自律神経、脳神経 予定している主題範囲内の教科書を読む。 

8 シナプス伝達、神経筋伝達、神経伝達物質 予定している主題範囲内の教科書を読む。 

9 呼吸調節機構、肺機能、呼吸運動の調節 予定している主題範囲内の教科書を読む。 

10 ガス交換機構と体液の pH 調節、異常呼吸 予定している主題範囲内の教科書を読む。 

11 体循環と肺循環、心臓の構造刺激伝導系 予定している主題範囲内の教科書を読む。 

12 心周期、心電図、心臓の神経支配 予定している主題範囲内の教科書を読む。 

13 血管系の機能的区分、循環調節機構 予定している主題範囲内の教科書を読む。 

14 血圧調節機構、高血圧発症機構 予定している主題範囲内の教科書を読む。 

15 まとめ 重要項目について試験対策をたてる。 

使用教科書： 

「標準理学療法学・作業療法学」（専門基礎分野）、「生理学」（医学書院） 

参考図書： 

「生理学テキスト」（文光堂）、「標準生理学」（医学書院） 

単位認定の方法及び基準： 

定期試験８０％および小テスト２０％による総合評価 

実務経験のある教員の担当する授業科目該当： 

有 

どのような実務経験を持つ担当教員が、どのような授業を行うのか： 

医学部医学科および保健医療（理学療法・作業療法、看護、臨書検査、鍼灸理療、柔道整復 等）部門で生理学授業を担当した教員

が医療従事者に必須な生体機能の調節機構について、パワーポイントを提示しながら解説する。 



専門基礎 

分野 
生理学Ⅱ 夜間部１年次 後期 ２単位・１５回 講義 坂井泰 

GIO（一般教育目標）： 

 「生理学Ⅰ」で得た身体の仕組みを理解し、さらに神経系、内分泌系、免疫系などの生態調節機構について理解し、臨床科目への

基礎を作る。 

 

SBO（行動目標）： 

①脳の構成と各部位の機能局在を説明できる。②栄養素の消化吸収機構について理解できる。③腎臓の調節機構について理解 

できる。④ホルモンの生理的調節機構について説明できる。⑤各種ホルモンの作用について説明できる。⑥生殖機能と生命の誕生に

ついて説明できる。 

授業概要： 

人体における生体機能を理解するため、図、表を用いて理解しやすいように提示する。 

生体内外の環境変化に応じて諸臓器の機能状態を変化させる神経、内分泌調節について、特に脳機能と消化器系における神経による

調節機構について説明する。 

回 授業計画又は学習の主題 授業時間外の予習・復習等 

1 脳の構成と機能局在 予定している主題範囲内の教科書を読む。 

2 連合野の概念、言語中枢 予定している主題範囲内の教科書を読む。 

3 視床下部と辺縁系、学習と記憶、睡眠と脳波 予定している主題範囲内の教科書を読む。 

4 消化器を構成する器官、消化管運動の調節機構 予定している主題範囲内の教科書を読む。 

5 消化液の分泌機構と消化管ホルモン 予定している主題範囲内の教科書を読む。 

6 三大栄養素の消化と吸収 栄養素の消化について纏める。 

7 栄養素の代謝、エネルギーの代謝の内容 予定している主題範囲内の教科書を読む。 

8 腎臓の構造と機能、尿の生成と排泄機構 予定している主題範囲内の教科書を読む。 

9 ホメオスタシスと腎臓の機能血圧調節、pH の調節 予定している主題範囲内の教科書を読む。 

10 ホルモンの概要、ホルモン構造の特徴 予定している主題範囲内の教科書を読む。 

11 作用機構、分泌調節機構、フィードバック機構 予定している主題範囲内の教科書を読む。 

12 各ホルモンの作用機序 予定している主題範囲内の教科書を読む。 

13 生殖機能、月経周期とホルモン調節 予定している主題範囲内の教科書を読む。 

14 病態生理 生活習慣病の発症機構について調べる。 

15 まとめ 重要項目について試験対策をたてる。 

使用教科書： 

「標準理学療法学・作業療法学」（専門基礎分野）、「生理学」（医学書院） 

参考図書： 

「生理学テキスト」（文光堂）、「標準生理学」（医学書院） 

単位認定の方法及び基準： 

定期試験８０％および小テスト２０％による総合評価 

実務経験のある教員の担当する授業科目該当： 

有 

どのような実務経験を持つ担当教員が、どのような授業を行うのか： 

医学部医学科および保健医療（理学療法・作業療法、看護、臨書検査、鍼灸理療、柔道整復 等）部門で生理学授業を担当した教員

が医療従事者に必須な生体機能の調節機構について、パワーポイントを提示しながら解説する。 



専門基礎 

分野 
運動学Ⅰ 夜間部１年次 後期 ２単位・１５回 講義 中村浩 

GIO（一般教育目標）： 

 ・解剖学および生理学の知識に基づいて、正常な身体運動とその仕組みについて理解する。 

SBO（行動目標）： 

 ・力学原理に基づく運動の記述と解釈について理解できる。 

 ・骨、関節、筋、神経の構造と機能について理解できる。 

 ・骨格筋の筋名、起始・停止、作用について理解できる。 

 ・呼吸・循環機能、運動を持続するためのエネルギー供給機構について理解できる。 

 ・運動学習、姿勢・歩行の身体動作について基本的な診かたを理解できる。 

授業概要： 

 ・身体運動は人間の行動を支える基本的活動であり、その仕組みを知ることが作業療法の必修事項である。 

 ・本授業では、身体運動の構造と機能から運動生理学、運動学習、姿勢および歩行について学習する。 

 

回 授業計画又は学習の主題 授業時間外の予習・復習等 

1 オリエンテーション、運動学で何を学ぶか 予定しているテキストを読む 

2 生体力学の基礎、身体運動と力 身体運動と力について調べる 

3 運動器の構造と機能 骨、関節、筋について調べる 

4 肩甲骨、肩関節の運動 肩甲骨と肩関節の構造について調べる 

5 肘関節、前腕の運動 肘関節、前腕の構造について調べる 

6 手関節、手指の運動 手関節、手指の構造について調べる 

7 骨盤帯、股関節の運動 骨盤帯、股関節の構造について調べる 

8 膝関節の運動 膝関節の構造について調べる 

9 足関節、足部の運動 足関節、足部の構造について調べる 

10 脊柱・体幹の運動 脊柱・体幹の構造について調べる 

11 顔面、頭部の運動 顔面、頭部の構造について調べる 

12 呼吸と循環（運動時のエネルギー供給） 運動のためのエネルギー供給について調べる 

13 運動・動作の分析、運動学習 姿勢・動作分析について調べる 

14 姿勢 立位姿勢アライメントについて調べる 

15 歩行 歩行周期について調べる 

使用教科書： 

①「運動学 15 レクチャーシリーズ 理学療法・作業療法テキスト」小島悟編集、中山書店 

参考図書： 

①「基礎運動学 第６版補訂」中村隆一他著、医歯薬出版 ②「ＰＴＯＴビジュアルテキスト専門基礎解剖学」町田志樹著、羊土社 

単位認定の方法及び基準： 

 定期試験（50％）、授業内課題（50％）による総合評価。 

実務経験のある教員の担当する授業科目該当： 

 有 

どのような実務経験を持つ担当教員が、どのような授業を行うのか： 

 専門学校、大学、リハビリテーション病院他に勤務経験がある。各種整形疾患、脳卒中他のリハビリテーション実務経験に基づき、

作業療法士を養成するための授業を展開する。 



専門基礎 

分野 
基礎運動学 夜間部２年次 前期 ２単位・１５回 講義 中村浩 

GIO（一般教育目標）： 

 ・解剖学および生理学の知識に基づいて、正常な身体運動とその仕組みについて理解する。 

SBO（行動目標）： 

 ・力学原理に基づく運動の記述と解釈について理解できる。 

 ・骨、関節、筋、神経の構造と機能について理解できる。 

 ・骨格筋の筋名、起始・停止、作用について理解できる。 

 ・呼吸・循環機能、運動を持続するためのエネルギー供給機構について理解できる。 

 ・運動学習、姿勢・歩行の身体動作について基本的な診かたを理解できる。 

授業概要： 

 ・身体運動は人間の行動を支える基本的活動であり、その仕組みを知ることが作業療法の必修事項である。 

 ・本授業では、身体運動の構造と機能から運動生理学、運動学習、姿勢および歩行について学習する。 

 

回 授業計画又は学習の主題 授業時間外の予習・復習等 

1 オリエンテーション、運動学で何を学ぶか 予定しているテキストを読む 

2 生体力学の基礎、身体運動と力 身体運動と力について調べる 

3 運動器の構造と機能 骨、関節、筋について調べる 

4 肩甲骨、肩関節の運動 肩甲骨と肩関節の構造について調べる 

5 肘関節、前腕の運動 肘関節、前腕の構造について調べる 

6 手関節、手指の運動 手関節、手指の構造について調べる 

7 骨盤帯、股関節の運動 骨盤帯、股関節の構造について調べる 

8 膝関節の運動 膝関節の構造について調べる 

9 足関節、足部の運動 足関節、足部の構造について調べる 

10 脊柱・体幹の運動 脊柱・体幹の構造について調べる 

11 顔面、頭部の運動 顔面、頭部の構造について調べる 

12 呼吸と循環（運動時のエネルギー供給） 運動のためのエネルギー供給について調べる 

13 運動・動作の分析、運動学習 姿勢・動作分析について調べる 

14 姿勢 立位姿勢アライメントについて調べる 

15 歩行 歩行周期について調べる 

使用教科書： 

①「運動学 15 レクチャーシリーズ 理学療法・作業療法テキスト」小島悟編集、中山書店 

参考図書： 

①「基礎運動学 第６版補訂」中村隆一他著、医歯薬出版 ②「ＰＴＯＴビジュアルテキスト専門基礎解剖学」町田志樹著、羊土社 

単位認定の方法及び基準： 

 定期試験（50％）、授業内課題（50％）による総合評価。 

実務経験のある教員の担当する授業科目該当： 

 有 

どのような実務経験を持つ担当教員が、どのような授業を行うのか： 

 専門学校、大学、リハビリテーション病院他に勤務経験がある。各種整形疾患、脳卒中他のリハビリテーション実務経験に基づき、

作業療法士を養成するための授業を展開する。 



専門基礎 

分野 
人間発達学 夜間部１年次 後期 ２単位・１５回 講義 北村勉 

GIO（一般教育目標）： 

健常者・障害者を含め、ヒトの一生涯を『発達』と捉えて、その特性、各人生周期における発達課題を理解し説明できるようにする。 

 

 

SBO（行動目標）： 

成長と発達の違いを理解する。臨床心理学・生物学・社会学・身体医学（脳科学）・動物行動学・産業構造の変化等々学際的な視点

を含めて、人間の発達特性について理解を深める事。 

 

授業概要： 

主に、エリクソンの発達理論に沿って、ヒトの各人生周期の発達特性、発達課題を概観する。発達課題に失敗する要因にも触れ、そ

こから生じる精神病理についても言及する。現代社会構造の変化がもたらす側面にも言及したい。 

 

回 授業計画又は学習の主題 授業時間外の予習・復習等 

1 ガイダンス『人間発達学』とは 教科書を概観してくること 

2 生涯人間発達学の概念と歴史 教科書を概観してくること 

3 ヒトの発達に関する生理学・脳科学の知見 配布資料参照 

4 幼児前期の発達特性とその病理 教科書の 01 を読んでくる 

5 幼児前期の発達特性とその病理 教科書の 02 を読んでくる 

6 幼児後期の発達特性とその病理 教科書の 03 を読んでくる 

7 学童期（児童期）の発達特性とその病理 教科書の 04 を読んでくる 

8 思春期の発達特性とその病理 教科書の 05 を読んでくる 

9 青年期の発達特性とその病理 教科書の 06 を読んでくる 

10 成人前期の発達特性とその病理 教科書の 07 を読んでくる 

11 成人中期の発達特性とその病理 教科書の 08 を読んでくる 

12 成熟期の発達特性とその病理 教科書の 09 を読んでくる 

13 成人後期（高齢期）の発達特性とその病理 教科書の 10 を読んでくる 

14 現代社会特性とヒトの発達（１） 配布資料参照 

15 現代社会特性とヒトの発達（２） 配布資料参照 

使用教科書： 

 服部祥子著「生涯人間発達論」 医学書院 

参考図書： 

 必要により、資料を配付する。 

単位認定の方法及び基準： 

 定期試験 70％、出席状況 15％、授業中の建設的発言等 15％ による総合評価。 

実務経験のある教員の担当する授業科目該当： 

 無 

どのような実務経験を持つ担当教員が、どのような授業を行うのか： 

 

 



専門基礎 

分野 
病理学概論 夜間部２年次 後期 ２単位・１５回 講義 関貴行 

GIO（一般教育目標）： 

 人体の正常と異常について正しく理解し、病気の原因と結果（症状・所見）について患者に適切に説明できるようになる。 

 

SBO（行動目標）： 

①人体の構造と機能について正しく広い知識をもつ。 

②人体を構成する細胞・組織の種類や機能について正しく理解する。 

③病気の原因について幅広く知り、その結果として生じる病気・病態と結び付けて理解する。 

④現代社会における「がん」に関する情報を幅広く吸収し、がん治療の発展について具体的に想像する。 

授業概要： 

 病理学総論の内容を中心に扱う。解剖学および生理学で学習した内容の復習を導入として行い、人体の正常構造や機能を理解した

上で病理学的内容を関連付けて講義していく。各回の授業の最初には、前回の講義内容の復習テストを行う予定である。 

 

回 授業計画又は学習の主題 授業時間外の予習・復習等 

1 病理学とは・病理検査の実際・病理学の歴史 予定している主題範囲内の教科書を読む 

2 細胞と組織・上皮組織の種類 予定している主題範囲内の教科書を読む 

3 病因（内因と外因） 予定している主題範囲内の教科書を読む 

4 退行性病変 予定している主題範囲内の教科書を読む 

5 進行性病変 予定している主題範囲内の教科書を読む 

6 代謝異常 予定している主題範囲内の教科書を読む 

7 局所循環障害 予定している主題範囲内の教科書を読む 

8 全身循環障害 予定している主題範囲内の教科書を読む 

9 炎症・感染症 予定している主題範囲内の教科書を読む 

10 免疫 予定している主題範囲内の教科書を読む 

11 腫瘍総論① 予定している主題範囲内の教科書を読む 

12 腫瘍総論② 予定している主題範囲内の教科書を読む 

13 腫瘍各論（循環器・呼吸器） 予定している主題範囲内の教科書を読む 

14 腫瘍各論（消火器） 予定している主題範囲内の教科書を読む 

15 まとめ 第 14 回までの講義内容の総復習をする 

使用教科書： 

 「シンプル病理学改訂第 7 版」 

参考図書： 

 必要により、資料を配付する。 

単位認定の方法及び基準： 

 定期試験 100%による総合評価 

実務経験のある教員の担当する授業科目該当： 

 無 

どのような実務経験を持つ担当教員が、どのような授業を行うのか： 

 

 



専門基礎 

分野 
内科学 夜間部２年次 後期 ２単位・１５回 講義 浦山修 

GIO（一般教育目標）： 

医は病いそして病める人を治すことを目的としてきた。今日、内科学は、臨床医学全般の広範な知識を含み合せ持ち、病因の追求、

適確な診断と治療さらに病める人の QOL の向上をめざす医学・医療となっている。作業療法を実践する上で必要な内科学の基本的

な知識を習得することを教育目標とする。 

SBO（行動目標）： 

（1）主訴、身体所見や基本的検査結果から病気の診断に至る過程、（2）各種疾患の病因、症状や所見、鑑別診断、検査結果につい

て学習する。（3）病気の予後の改善や QOL 向上の意味について理解し説明できる。 

 

授業概要： 

１年次の「一般臨床医学」の授業の復習を行いながら、代表的な内科疾患の Evidence に基づいた診断と治療あるいは QOL に関し

て授業を行う。他の科目「神経内科学」とは関連が深い。教科書とスライドを用い、また関係資料を配布する。 

 

回 授業計画又は学習の主題 授業時間外の予習・復習等 

1 診断の進め方：診療録とその記載（SOAP を含む）、基本的検査、鑑別診断等 教科書該当頁 pp.6-54 

2 循環器疾患 pp.55-101 

3 呼吸器疾患 pp.102-141 

4 消化器疾患 pp.142-173 

5 肝胆膵疾患 pp.174-200 

6 血液・造血器疾患 pp.201-227 

7 代謝異常 pp.228-250 

8 染色体・遺伝子異常 関係資料 

9 内分泌疾患（乳がんを含む） pp.251-269 

10 腎泌尿器疾患 pp.270-296 

11 免疫異常 pp.297-320 

12 感染症 pp.321-339 

13 国際生活機能分類（ICF）とリハビリテーション関連疾患 p.4、関係資料 

14 問題演習（病名の連想を含む） 関係資料 

15 ストレスと病気 関係資料 

使用教科書： 

「標準理学療法学・作業療法学専門基礎分野 内科学（第 3 版）」（前田眞治ら著、医学書院 2014 年） 

参考図書： 

「臨床医マニュアル（第 4 版）」（臨床医マニュアル編集委員会編、医歯薬出版 2008 年） 

単位認定の方法及び基準： 

定期試験１００％による総合評価。 

実務経験のある教員の担当する授業科目該当： 

有 

どのような実務経験を持つ担当教員が、どのような授業を行うのか： 

臨床検査部で 6 年半多数のデータの分析に当たり、9 年間糖尿病診療に従事した。それらの実務経験に基づいて、Evidence-Based 

Medicine の考え方に則った診断や治療方針の判断及び決定の重要性を教授する。 



専門基礎 

分野 
整形外科学 夜間部２年次 前期 ２単位・１５回 講義 陶山哲夫・黒木光・木下修 

GIO（一般教育目標）： 

整形外科の基礎知識を系統的に理解し、習得することを目的とする。作業療法の専門分野を生かすための基礎を学ぶことを目的と

する。 

 

SBO（行動目標）： 

①整形外科疾患の診断の基本的な流れを理解し説明できる。 

②作業療法の分野で扱う頻度の多い疾患の病態を理解し、説明できる。 

③疾患の特徴的な症状、必要な検査、治療とＯＴとの関わりを理解し説明できる。 

授業概要： 

整形外科疾患の診断、評価、治療について講義する。画像、小テスト、国家試験問題を使用しながら、理解を深める。 

 

 

回 授業計画又は学習の主題 授業時間外の予習・復習等 

1 整形外科の概論 次回の予習 

2 運動器の評価及び検査法 次回の予習・前回の復習 

3 整形外科の治療（保存療法、手術療法） 次回の予習・前回の復習 
4 外傷／脱臼 次回の予習・前回の復習 
5 骨折総論 次回の予習・前回の復習 
6 上肢の骨折 次回の予習・前回の復習 
7 下肢の骨折／脊髄骨折 次回の予習・前回の復習 
8 脊髄損傷／末梢神経損傷 次回の予習・前回の復習 
9 スポーツ障害／筋・腱・靭帯損傷 次回の予習・前回の復習 

10 変性疾患（ＯＡ／五十肩／脊椎疾患） 次回の予習・前回の復習 
11 炎症性疾患（関節リュウマチ／化膿性骨髄炎） 次回の予習・前回の復習 
12 骨系統疾患、代謝・内分泌疾患 次回の予習・前回の復習 
13 小児疾患（発育形成不全、内反足、骨瑞症） 次回の予習・前回の復習 
14 骨軟部腫瘍、循環障害／壊死性疾患 次回の予習・前回の復習 
15 感染性疾患、神経・筋疾患、まとめ 次回の予習・前回の復習 
使用教科書： 

「病気が見える Vol．11 運動器・整形外科」 

参考図書： 

「標準整形外科学 第 11 版」 

単位認定の方法及び基準： 

定期試験：100％による総合評価 

実務経験のある教員の担当する授業科目該当： 

有 

どのような実務経験を持つ担当教員が、どのような授業を行うのか： 

医師業務、整形外科領域のリハビリテーション業務に携わった経験がある。  

 



専門基礎 

分野 
小児科学 夜間部１年次 後期 ２単位・１５回 講義 関野隆子 

GIO（一般教育目標）： 

小児期は成長・発達の時期であり、身体の諸機能が年齢と共に発達してゆくので、その基礎的な理解の上に、小児期特有の疾患につ

いて学び、作業療法士の役割に生かすことができる。 

 

SBO（行動目標）： 

①小児の成長・発達、生理、保健について理解する 

②小児期に特有な先天性・遺伝性疾患について理解する 

③小児に多い不慮の事故について、予防・応急処置、又虐待について理解を深める 

授業概要： 

小児の成長・発達、生理、保健、疾病について理解を深められるように講義を進める。 

 

回 授業計画又は学習の主題 授業時間外の予習・復習等 

1 小児科学の概論、小児の成長・発育と発達 予定している主題範囲内の教科書を読む 

2 小児の保健、予防接種、事故予防 予定している主題範囲内の教科書を読む 
3 栄養障害、新生児・未熟児疾患 予定している主題範囲内の教科書を読む 
4 先天異常、染色体異常、遺伝病 予定している主題範囲内の教科書を読む 
5 神経・筋・骨系疾患① 予定している主題範囲内の教科書を読む 
6 神経・筋・骨系疾患② 予定している主題範囲内の教科書を読む 
7 循環器・呼吸器疾患 予定している主題範囲内の教科書を読む 
8 感染症、消化器疾患 予定している主題範囲内の教科書を読む 
9 内分泌系・代謝疾患 予定している主題範囲内の教科書を読む 

10 血液疾患 予定している主題範囲内の教科書を読む 
11 免疫・アレルギー・膠原病 予定している主題範囲内の教科書を読む 
12 腎・泌尿器系・生殖器疾患 予定している主題範囲内の教科書を読む 
13 腫瘍性疾患、心身症、重症心身障害児 予定している主題範囲内の教科書を読む 
14 眼科的・耳鼻科的疾患、虐待 予定している主題範囲内の教科書を読む 

虐待について考える 
15 応急処置・救急処置  まとめ 予定している主題範囲内の教科書を読む 
使用教科書： 

「標準理学療法学・作業療法学 小児科学第５版」 

参考図書： 

 必要に応じて、資料を配付する。 

単位認定の方法及び基準： 

 定期試験 100％による総合評価 

実務経験のある教員の担当する授業科目該当： 

 有 

どのような実務経験を持つ担当教員が、どのような授業を行うのか： 

公立の総合病院にて、約 40 年の実務経験がある。その実務経験・知識に基づいて、作業療法士の養成のための授業を展開する 

 



専門基礎 

分野 
予防・健康管理学 夜間部１年次 後期 ２単位・１５回 講義 眞々部仁美 

GIO（一般教育目標）： 

 リハビリテーションの思想である医学的・社会科学的の両面による健康増進と障害予防に関して幅広い領域からの知見を理解 

することを目的とする。 

 

SBO（行動目標）： 

① 健康維持に必要な要因を説明できる 

② 一次・二次・三次予防について説明できる 

③ フレイル予防の観点から説明ができる 

授業概要： 

講義では人の健康増進および障害予防を支援するために、必要な知識・技術に関して概念的に触れる。さらに演習を通し、フレイル 

予防やヘルスプロモーションの理論を踏襲しながら障害予防の概念について理解を深め、自身の健康づくりについて説明ができる

ように展開していく。 

回 授業計画又は学習の主題 授業時間外の予習・復習等 

1 衛生学・健康の概念 疾病予防と健康管理 

2 一次、二次、三次予防について 予定している主題範囲内の教科書を読む 

3 健康増進法と作業機能障害 フレイルという言葉の意味 

4 フレイル予防：ロコモティブシンドローム、サルコペニア 健康と食事、運動の関連性について 

5 フレイルチェック フレイルチェック表の内容確認 

6 感染症とは ウイルス性。細菌感染について 

7 感染症予防対策 院内感染対策と消毒について 

8 環境衛生について 予定している主題範囲内の教科書を読む 

9 リハビリテーション領域で考えられる事故予防 リハビリテーション領域で生じやすい事故 

10 演習：私の考える健康づくり① 文献検索 

11 演習：私の考える健康づくり② 計画・作成 

12 演習：事例を通して健康づくりを考える① 個人で計画・作成 

13 演習：事例を通して健康づくりを考える② グループ間で意見交換する 

14 発表 発表準備 

15 まとめ SBO 達成度の確認 

使用教科書： 

 「 基礎から学ぶ健康管理概論 」 

参考図書： 

 「 フレイルの予防とリハビリテーション 」 

単位認定の方法及び基準： 

授業態度および課題提出物 30％ 定期試験 70％の総合評価 

実務経験のある教員の担当する授業科目該当： 

 有 

どのような実務経験を持つ担当教員が、どのような授業を行うのか： 

作業療法士として地域支援事業に参加し、一次予防にも積極的に関わってきた経験がある。特に高齢者領域を得意分野とするが、人

の健康増進について興味・関心が得られるよう授業展開していく。 



基礎分野 教育学 夜間部３年次 前期 ２単位・１５回 講義 阪本陽子 

GIO（一般教育目標）： 

教育の本質を学び、人間形成における教育の機能を理解するとともに、医療活動における教育の役割について考える。 

SBO（行動目標）： 

①教育や学習について幅広い視野を持つとともに、人間の成長・発達における教育の意義を捉えなおす。 

②対象者に対する教育的役割を果たすために教育活動の基礎となる知識・技術を養うとともに、専門職として生涯にわたって継続学

習する意欲や能力の基礎を養う。 

授業概要： 

本授業では、自身の教育や学習についての意味や価値を問い直すとともに、対象者に向けた教育的役割をすることの理論と実践につ

いて考えていく。講義形式とグループ演習形式で授業運営を進めていく。 

回 授業計画又は学習の主題 授業時間外の予習・復習等 

1 ガイダンス 教育学を学ぶ意義 これまでの教育観について考えておくこと。 

2 人間形成と教育 配布資料を熟読すること。 

3 成人教育の理論と実践 子どもと大人の学習の相違について考えてお

くこと。 

4 参加型学習のいろいろ① 対話で自分を見つける 

毎回の授業での体験（グループ演習）を通し

て、自分のコミュニケーションの在り方を見

つめなおしておくこと。 

5 参加型学習のいろいろ② 答えを見つける話し合い 

6 参加型学習のいろいろ③ 答えを出さない話し合い 

7 参加型学習のいろいろ④ 説得のための話し合い 

8 参加型学習のいろいろ⑤ 発展のための話し合い 

9 参加型学習のいろいろ⑥ 話し合いを引き出すスキル 

10 教育のちからを考える① 病気とともに生きるための学び 授業で配布する資料を熟読すること。 

11 教育のちからを考える② 病気療養児を取り巻く教育環境 授業で配布する資料を熟読すること。 

12 教育のちからを考える③ 病気療養児の指導事例から考える 事前に配布する資料を読み、準備して授業に

臨むこと。 

13 学習の支援と指導 授業で配布する資料を熟読すること。 

14 社会と教育 社会と教育の関係について考えておくこと。 

15 専門職と教育 専門職として今後の自己教育について考えて

おくこと。 

使用教科書： 

使用しない。授業時にレジュメ・資料を配布する。 

参考図書： 

授業中に紹介する。 

単位認定の方法及び基準： 

期末の課題レポート（70％）及び授業時の提出物、参加の姿勢等（30％）を元に総合的に評価する。 

実務経験のある教員の担当する授業科目該当： 

有 

どのような実務経験を持つ担当教員が、どのような授業を行うのか： 

自治体で社会教育専門職として、地域の生涯学習・社会教育活動の支援を実践するとともに、大学で社会教育専門職の養成課程の教

員として授業と実習指導を担当。また、医療専門職の実習指導担当者への指導研修の講師も担当している。 



専門基礎 

分野 
臨床心理学 夜間部１年次 前期 ２単位・１５回 講義 早田翔吾 

GIO（一般教育目標）： 

臨床心理学に関する概念・心理療法・検査等を学び、要援助者に対して、作業療法を提供するだけでなく、心理面・精神面での適切

な援助・指導が実施できるようになる。 

 

SBO（行動目標）： 

①臨床心理学の歴史や概念について理解を深める。②心理検査や心理療法を体験し、それらの特徴を述べることができる。③臨床心

理学に関する概念を学び、それぞれについて説明することができる。④要援助者に対して、各人の困り感に合わせた心理療法・心理

検査を考えることができる。 

授業概要： 

本授業では、臨床心理学の歴史的経緯や主要な理論などへの理解を深めるとともに、実際に心理検査等を体験することにより、要援

助者に対する心理面での援助を学ぶ。また、学生には発表を課すことがあるが、専門職として人前で意見できる姿勢を築くための発

表であると捉えてほしい。 

回 授業計画又は学習の主題 授業時間外の予習・復習等 

1 ガイタンス（授業のテーマ 授業の方法 課題などについて説明する） 講師がどのような人が考えてくる 

2 精神科領域で働く専門職 臨床心理学の歴史 予定しているテーマについて調べてくる 

3 心理臨床の基礎理論① ライフサイクル論 予定しているテーマについて調べてくる 

4 心理臨床の基礎理論② 学習理論・認知理論 予定しているテーマについて調べてくる 

5 心理臨床の基礎理論③ 深層心理学 自分を知る心理検査① 心理検査を受けて自己分析する 

6 臨床心理アセスメント① 質問紙法人格検査 自分を知る心理検査② 心理検査を受けて自己分析する 

7 臨床心理アセスメント② 投影法人格検査 自分を知る心理検査③ 課題：レポート作成 

8 心理療法① 力動的心理療法・ユング派心理療法 予定しているテーマについて調べてくる 

9 心理療法② パーソン・センタード・アプローチ 予定しているテーマについて調べてくる 

10 心理療法③ 認知行動療法 予定しているテーマについて調べてくる 

11 心理療法体験「認知行動療法を体験しよう」 課題：レポート作成 

12 コミュニティ援助について 予定しているテーマについて調べてくる 

13 グループワーク① 「コミュ二ケーション」について調べてくる 

14 グループワーク② 課題：レポート作成 

15 授業全体のまとめ 試験についてのガイダンス 試験勉強をする 

使用教科書： 

なし。担当講師がその都度、資料を配付する。 

参考図書： 

「臨床心理学講義―実習を通して学ぶ」（杉浦京子，2002）、「心理臨床の基礎―放送大学教材―」（小野けい子） 

単位認定の方法及び基準： 

定期試験 60％（詳細は授業で解説）・課題 30％・出席 10％による総合評価。 

実務経験のある教員の担当する授業科目該当： 

有 

どのような実務経験を持つ担当教員が、どのような授業を行うのか： 

精神障害を持たれる方の就労支援に携わり、現在は精神科クリニックにて外来・デイケア・心理検査を担当している。授業は一方的

に講師が話すものではなく、学生にも意見や発表をお願いすることがある。 



専門基礎 

分野 
リハビリテーション概論 夜間部１年次 前期 ２単位・１５回 講義 越智哲夫 

GIO（一般教育目標）： 

リハビリテーションは『全人間的回復』であるという理解と、我が校の建学の精神である「愛と奉仕」という理念を基本として医学

的・教育的・社会的・職業的リハビリテーションと在宅中心の地域リハビリテーションの諸相を理解し、リハビリテーションチーム

を構成する一員としての作業療法士の役割を理解し、他者に説明できるようになること 

SBO（行動目標）： 

①リハビリテーションの理念を歴史的な背景と共に正しく理解する。 

②リハビリテーションを学ぶにあたって、人の心理社会的な理解と信頼関係の構築が重要であることを理解する。 

③障害の全体像を把握し目標を設定し、チームで当事者と家族を支えるために必要な視点を理解する。 

④リハビリテーションチームに関わる専門職の実際を学ぶ。 

⑤リハビリテーションに関する基本的な専門用語を理解する。 

授業概要：9 回から 12 回までの５回を特別講師に依頼しその際はレポート提出を求める。参考図書や文献、新聞記事等から、日常の

生活の中で学生が触れることのできるテーマを設定し、グループ討議を取りいえるなどをして問題意識を共有できるように導く。 

回 授業計画又は学習の主題 授業時間外の予習・復習等 

1 コースオリエンテーション「リハビリテーションの理念」 「人道主義」「愛と奉仕」 

2 リハビリテーションの過程とリハビリテーションの諸段階 医学・教育・社会、そして地域リハ 

3 リハビリテーションの歴史的背景と作業療法士の誕生 歴史・欧米・日本（肢体・精神・発達） 

4 リハビリテーションの理念や定義：全人間的回復 定義の変遷・狭義のリハ 

5 障害者の心理社会的な視点：障害受容過程 中途障害・家族の受容 

6 医学的リハビリテーションとチームアプローチ 急性期・回復期・維持期・予防 

 7 わが国の状況とリハビリテーションの今日的課題 少子高齢化・偏見・社会的入院 

8 作業療法・理学療法 ~小峰先生～  

9 聴覚言語療法士 ～ＳＴの仕事 特別講師～ 配布資料とレポート 

10 看護師 ～医学教育と作業療法士との連携 特別講師～ 配布資料とレポート 

11 ソーシャルワーカー～精神保健活動を中心に 特別講師～ 配布資料とレポート 

12 リハビリテーション医 ～長谷川幹先生 特別講師～ 配布資料とレポート 

13 リハビリテーションの中での作業療法（士）の役割と特徴 専任教員に依頼 

14 リハビリテーション専門職に必要な法制度の知識 担当教員 

15 リハビリテーションの今日的話題等、まとめ 担当教員 

使用教科書： 指定せず 

参考図書： 

①「コ・メディカルのためのリハビリテーション概論：永井書房」②「入門リハビリテーション概論第７版：医歯薬出版」③「リハ

ビリテーション総論」 

単位認定の方法及び基準： 

上記９~12 の４つの授業はレポートと授業に対する取り組みを合わせ 30％とし、期末試験 70％を基準に総合的に評価する。 

実務経験のある教員の担当する授業科目該当： 

有 

どのような実務経験を持つ担当教員が、どのような授業を行うのか： 

作業療法士養成校卒後３５年の精神科医療保健福祉の領域での経験をもとに、精神障害者のように人権の侵害を受けてきた障害

者とその家族の支援経験をもとに、リハビリテーションの基本理念を抑えて上で、連携の必要性と方法について講義する。 



専門分野 作業療法概論 夜間部１年次 前期 ２単位・１５回 講義 越智哲夫 

GIO（一般教育目標）： 

（１）我が国の作業療法は、少子高齢化と多様化の社会情勢の中で、個人が生活の中での幸せ支援する。その為の科学的根拠を求め

られて、様々な理論を統合し、「生活行為向上マネージメント MTDLP」が生まれた、教育目標としては、作業療法の歴史的背景 

を理解し、これからの専門分野の授業でこれらの知識を生かすことができるようになることとする。 

SBO（行動目標）： 

（１）指定教科書を使用し、作業療法を説明するのに必要な専門用語等の意味を理解することができる。 

（２）作業療法の理論と技法などが我が国にいかに根付いたかを説明できるようになる。 

（３）生活行為向上マネージメント MTDLP が生まれた経緯を理解し、概要を説明できるようになる。 

授業概要： 

（１）教科書及び参考資料による講義が主となるが、教育効果をあげるために参加型行動学習を積極的に取り入れる。 

（２）生活行為向上マネージメントについては、グループを設定し、レポート作成と発表を行う。 

（３）障害別・理論別の作業療法の講義においては、経験ある専任講師の具体的な講義を行う。 

回 授業計画又は学習の主題 授業時間外の予習・復習等 

1 コースオリエンテーション：「作業療法とは」 歴史・定義・基本理念 

2 作業療法の教育と治療環境 作業療法士・倫理 

3 作業療法の過程 具体的な生活目標を立てる 

4 作業療法の実際①身体障害分野における作業療法 ～須藤先生～ 神経生理学的アプロ―チ等 

5 作業療法の実際②精神障害分野における作業療法 ～土居先生～ 精神障害者像 

6 作業療法の実際③発達障害分野における作業療法 ～阿部先生～ 感覚統合 

7 作業療法の実祭④高齢期分野における作業療法 ～森倉先生～ 回想法的作業、認知症等 

8 作業療法の実際⑤高次脳機能障害他の作業療法 ～小峰先生～ 認知機能障害 

9 「生活行為向上マネージメント」の概要 MTDLP 

10 人の心理・精神機能からみた作業療法の基礎理論  Mosey の理論・生活技能訓練 

11 作業行動理論から人間作業モデルへの発展 MOHO 来リー・キールホフナー 

12 作業科学の知識を作業療法に生かす OS「作業って何だろう」 

13 対象者中心主義からみた理論と作業療法 ～小峰先生～ CMOP・COPM 

14 グループ討議 MTDLP と疾患別検討 

15 グループ発表とまとめ  

使用教科書： 

二木淑子他編標準作業療法学専門分野「作業療法学概論」第３版医学書院 

参考図書： 

①鎌倉矩子著「作業療法の世界」第２版三輪書店②長崎重信監修「作業療法学概論」メディカルビュー 

単位認定の方法及び基準： 

定期期末試験を８０％レポート提出などの取り組みを２０％を基本とし、総合的に評価する。 

実務経験のある教員の担当する授業科目該当： 

有 

どのような実務経験を持つ担当教員が、どのような授業を行うのか： 

作業療法士経験３５年、医療機関と福祉分野で通算２５年など、対象疾患も広く経験している。歴史的認識を踏まえた授業をおこな

う。 



専門分野 基礎作業学 夜間部１年次 前期 ２単位・１５回 講義 土居大祐 

GIO（一般教育目標）： 

⑴ 障害を有する対象者の個々の特性に合わせた治療手段として、適切な手工芸が選択・提供出来る様、知識を理解し、基本的な技

術を習得する。更に各手工芸を分析し、運動機能・精神機能に与える影響を考え、段階付け等の枠組み調整が行える様になる。 

 

SBO（行動目標）： 

⑴ 作業療法の治療と作業（アクティビティ）の関連性を理解する事が出来る 

⑵ 籐細工・革細工・紙細工の特徴を述べる事が出来る 

⑶ 籐細工・革細工・紙細工の基本的な手順を理解し、作成する事が出来る 

⑷ 対象者に合わせて作業（アクティビティ）を選択し、難易度や工程を調整する事が出来る 

授業概要： 

籐細工、革細工、紙細工の基本的な知識・技術を習得。各種目が対象者にとってどの様な治療効果があるのかを体験を通して分析し

対象者に合わせた治療法としての作業活用方法を習得する。 

回 授業計画又は学習の主題 授業時間外の予習・復習等 

1 概要説明 作業の分類・考え方  配布した籐細工の資料を読む 

2 籐細工➀ 概要説明 芯取り 底編み  配布した籐細工の資料を読む 

3 籐細工➁ 編み 配布した籐細工の資料を読む 

4 籐細工➂ 編み 仕上げ 課題作品提出準備 

5 作業分析 籐細工について考える 課題レポート準備 

6 革細工➀ 概要説明 革の裁断 配布した革細工の資料を読む 

7 革細工➁ 模様付け（スタンピング技法） 配布した革細工の資料を読む 

8 革細工➂ 染色   配布した革細工の資料を読む 

9 革細工➃ 仕上げ剤 裏側の始末 配布した革細工の資料を読む 

10 革細工➄ 穴あけ かがり 課題作品提出準備 

11 作業分析 革細工について考える 課題レポート準備 

12 紙細工➀ 概要説明 デザイン考案 配布した紙細工の資料を読む 

13 紙細工➁ 作品作り 配布した紙細工の資料を読む 

14 紙細工➂ 作品アレンジ  配布した紙細工の資料を読む 

15 発表・まとめ 課題作品・レポート準備 

使用教科書： 

「アクティビティと作業療法」 

参考図書： 

「作業－その治療的応用 改訂第２版」 「作業活動実習マニュアル 第２版」 

単位認定の方法及び基準： 

定期試験（60％）課題提出及び授業態度（40％）による総合評価 

実務経験のある教員の担当する授業科目該当： 

有 

どのような実務経験を持つ担当教員が、どのような授業を行うのか： 

精神科病院にて作業（アクティビティ）を用いた治療に携わった経験がある。治療手段として、適切な手工芸を選択・提供出来る様

知識を理解し、基本的な技術の習得を目指した授業を展開していく。 



専門分野 基礎作業学実習Ⅰ 夜間部１年次 後期 １単位・１５回 実習 浦田祐美子 

GIO（一般教育目標）： 

障害を有する対象者の個々の特性に合わせた作業療法の治療法として、適切な手工芸を選択し実施方法を理解することが出来るよ

う、基本的な技術・知識を習得する。そのために必要な、上肢機能の分析・道具の工夫・環境の整備について考えることが出来る。 

SBO（行動目標）： 

①各手工芸に必要な上肢機能の分析を行うことが出来る 

②マクラメ・編み物・ネット手芸の特徴を述べることができる 

③マクラメ・編み物・ネット手芸の基本的な手順を理解し、作成することができる 

④対象者に合わせて作業（アクティビティ）を選択し道具の工夫や環境整備を考えることが出来る 

⑤対象者の興味・関心の聞き取りを、評価用紙をもちいて行うことが出来る 

授業概要： 

各手工芸を体験し分析しながら、作業療法の治療との関連を理解する。更に、個々の特性に合わせた道具や環境の工夫などの課題に

ついて、他者との意見交換や発表を行うことで柔軟な思考を養う。 

回 授業計画又は学習の主題 授業時間外の予習・復習等 

1 授業の概要 作業活動支援について 復：配布プリントを理解しておく 

2 編み物① 概要 指編み  

3 編み物② カギ針編み  

4 編み物③ カギ針編み  

5 編み物の特性  段階付け 予：編み物の特性について考えてくる 

6 マクラメ① 平結びストラップ作成  

7 マクラメ② 上肢機能分析（グループ） 予：マクラメの上肢機能について考えてくる 

8 リリアン編み・ボンボン① 道具・ミニマフラー作成  

9 リリアン編み・ボンボン② 上肢機能 環境設定（グループ） 予：リリアン編みの環境設定について考えてくる 

10 リリアン編み・ボンボン③ 発表（グループ）  

11 興味関心チェックリストの活用方法  

12 ネット手芸① 自由課題 予：ネット手芸の図案を考えてくる 

13 ネット手芸② 自由課題  

14 ネット手芸 発表 予：発表の準備 

15 まとめ 課題の提出 

使用教科書： 

「アクティビティと作業療法」 

参考図書： 

「作業活動実習マニュアル第 2 版」「キャンバスネット＆とじ針で作る毛糸の雑貨」「カンタン！かぎ針編み カラフルなおそうじた

わし 100」「作業療法を観る」 

単位認定の方法及び基準： 

課題４０％ 定期試験６０％の総合評価 

実務経験のある教員の担当する授業科目該当：有 

どのような実務経験を持つ担当教員が、どのような授業を行うのか： 

担当教員は、入所・通所サービス・訪問リハビリテーションにおいて、作業（アクティビティ）を用いた治療に携わった経験がある。

実務経験に基づいて、作業療法の治療と作業（アクティビティ）の関連が理解できる授業を展開していく。 



専門分野 作業療法評価学概論 夜間部１年次 後期 ２単位・１５回 講義 小峰一宏 

GIO（一般教育目標）： 

作業療法の理論を通して、領域ごとに専門基礎科目と関連づけた作業療法の概要、評価や介入原則に結びつける考え方を修得するこ

とを目的とする 

 

SBO（行動目標）： 

①作業療法の理論を通して、作業療法の専門性を考えることができる 

②作業療法に関する理論について理解し、作業療法との関係を理解する ③作業療法の実践理論・モデルを理解する 

 

授業概要： 

本授業の目的は、人と健康、作業に関して幅広い視点から、代表的な作業療法理論について理解し、そして作業療法で用いられる評

価・治療技術を作業療法でどう活用するかに関する考え方を身につけることである。作業療法とは何か、作業療法の専門性とは何か

を理解し、講義、演習、グループディスカッションを取り入れて、作業療法特有の視点を深めていく。 

回 授業計画又は学習の主題 授業時間外の予習・復習等 

1 作業ってなんだろう？【Being・Doing の概念】  

2 人が生活することについて【生活習慣・心とからだ・健康と不健康】  

3 人と健康、作業について【ICF・ICIDH】 ICF、ICIDH について予習する 

4 同上  

5 理論を通じて、自分の生活について考えてみよう【人間作業モデルなど】 人間作業モデルについて予習する 

6 演習  

7 演習  

8 演習・発表  

9 作業療法理論と関連する理論・枠組みを整理する  

10 OT の頭のなかをのぞいてみよう【事例を通して】 MTDLP について予習する 

11 演習  

12 演習  

13 演習  

14 理論の変遷と今後について【作業療法・作業科学など】  

15 同上  

使用教科書： 

随時配布 

参考図書： 

「作業療法の理論」「作業療法の視点-作業ができるということ-」 

単位認定の方法及び基準： 

授業内討論への参加 80％、レポート 20％による総合評価。 

実務経験のある教員の担当する授業科目該当： 

有 

どのような実務経験を持つ担当教員が、どのような授業を行うのか： 

作業療法として、医療機関や施設におけるリハビリテーションに携わってきました。多くのクライエントと関り、支援してきた経験

談を交え、特徴を理解してもらえるように授業展開していく。 



基礎分野 社会福祉学 夜間部３年次 後期 ２単位・１５回 講義 木口恵美子 

GIO（一般教育目標）： 

社会福祉の基礎知識の習得 

 

SBO（行動目標）： 

１．現代社会の生活問題と社会福祉を関連付けて説明できる。 

２．社会福祉制度の成立過程と制度の概要を説明できる。 

３．事例を通して社会福祉の制度と支援を理解する。 

授業概要： 

社会福祉を権利擁護の視点で捉え、社会保障の側面と支援実践の側面から理解するため、制度の理解にとどまらず、事例等を通して

制度と支援のつながりを学ぶ。 

 

回 授業計画又は学習の主題 授業時間外の予習・復習等 

1 講義オリエンテーション 作業療法と社会福祉 予定している主題範囲のテキストを読む 

2 権利と社会福祉 予定している主題範囲のテキストを読む 

3 社会保障制度① 予定している主題範囲のテキストを読む 

4 社会保障制度② 予定している主題範囲のテキストを読む 

5 視聴覚 優性思想について考える 

6 障害者福祉 予定している主題範囲のテキストを読む 

7 高齢者福祉・介護保険 予定している主題範囲のテキストを読む 

8 子どもの福祉 予定している主題範囲のテキストを読む 

9 地域福祉 地域の社会資源を調べる 

10 当事者理解 配布資料に目を通しておく 

11 社会福祉を担う人々 予定している主題範囲のテキストを読む 

12 ソーシャルワークの理解 予定している主題範囲のテキストを読む 

13 専門職連携 予定している主題範囲のテキストを読む 

14 権利擁護 予定している主題範囲のテキストを読む 

15 ふりかえりとまとめ 課題：レポート作成 

使用教科書： 

「コメディカルのための社会福祉概論第 4 版」 

参考図書： 

必要に応じて、資料を配付する。 

単位認定の方法及び基準： 

授業への参加 20％、レポート 70%、課題 10%による総合評価 

実務経験のある教員の担当する授業科目該当： 

有 

どのような実務経験を持つ担当教員が、どのような授業を行うのか： 

障害者支援施設、通所サービス、介護支援専門員、成年後見人としての実務経験を持つ。「人」を中心に据えて社会福祉にアプロー

チすることで、多角的な視野を持つ作業療法士の養成に資する授業を行う。 

 



基礎分野 体育理論 夜間部２年次 前期 １単位・８回 講義 永田学 

GIO（一般教育目標）： 

 アスレティックリハビリテーションの現場におけるコンディショニングを理解し、適切な指導に落としこめるスキルを養う。 

  

SBO（行動目標）： 

①スポーツコンディショニングの基礎を理解する ②健康増進及びリハビリテーションとしての運動処方を作成できるようにす

る ③スポーツコンディショニングとしてのケアテクニックの理論を理解し、現場におけるアプローチ法と評価を学ぶ 

 

授業概要： 

 本授業では、体育実技授業につながる理論側面を持ち、スポーツコンディショニングを理解した上で適切な運動処の作成及び現場

におけるケアテクニックの理解を深めることを目的とする。 

 

 

回 授業計画又は学習の主題 授業時間外の予習・復習等 

1 スポーツコンディショニングの基礎理論① 配布資料等を理解しておく 

2 スポーツコンディショニングの基礎理論② 配布資料等を理解しておく 
3 スポーツコンディショニングの基礎理論③ 配布資料等を理解しておく 
4 運動処方の基礎理論 配布資料等を理解しておく 
5 運動処方の作成と指導 配布資料等を理解しておく 
6 療術テクニックの基礎理論 配布資料等を理解しておく 
7 現場における療術テクニックのアプローチと評価 配布資料等を理解しておく 
8 まとめ  

   

   

   

   

   

   

   

使用教科書： 

 必要に応じて資料を配布 

参考図書： 

 必要に応じて資料を配布 

単位認定の方法及び基準： 

 定期試験１００％による総合評価 

実務経験のある教員の担当する授業科目該当： 

 有 

どのような実務経験を持つ担当教員が、どのような授業を行うのか： 

 都内運動療法施設にて運動処方作成と指導にあたる実務経験と独立後プロ・アマスポーツ選手や芸能人及び一般の方へのボラン

ティアとトレーニング指導の実務経験に基づき、パーソナルトレーナーのスキルを持つ作業療法士養成のための授業を展開する。 



基礎分野 体育実技 夜間部２年次 前期 １単位・１５回 実技 永田学 

GIO（一般教育目標）： 

 運動特性を理解し、アスレティックリハビリテーションの現場におけるトレーナーとしてのスキルを兼ね備えた作業療法士とし

ての援助・指導が出来るようになる。 

 

SBO（行動目標）： 

①持久力・筋力・柔軟性・巧緻性・平衡性・瞬発性などの運動特性と応用力を理解する。 ②健康増進やリハビリテーションに適し

た運動の選択をして、運動処方を組み立てる手順を学ぶ。 ③スポーツコンディショニングとしてのケアテクニックのパリエーショ

ンの理解を深める。 

授業概要： 

 本授業ではボディケアとトレーニング指導を行えるパーソナルトレーナーのスキルを深める内容で、現場のテクニックを盛り込

み、全体像を把握して自身のスキルに落としこんでいけるようにする。 

 

回 授業計画又は学習の主題 授業時間外の予習・復習等 

1 体育実技及び講義に際してのガイダンス 配布資料等を理解しておく 

2 徒手体操の応用動作（個からの集団での身体操法） 配布資料等を理解しておく 
3 ウォーキングエクササイズのバリエーション 配布資料等を理解しておく 
4 スタティックストレッチのバリエーション 配布資料等を理解しておく 
5 バリスティックストレッチのバリエーション 配布資料等を理解しておく 
6 パートナーストレッチテクニック 配布資料等を理解しておく 
7 エアロビクスエクササイズ 配布資料等を理解しておく 
8 レジスタンストレーニング①（上肢帯・体幹部） 配布資料等を理解しておく 
9 レジスタンストレーニング②（下肢帯・体幹部） 配布資料等を理解しておく 

10 パートナートレーニングテクニック 配布資料等を理解しておく 
11 サーキットトレーニングのバリエーション 配布資料等を理解しておく 
12 スポーツコンディショニングのケアテクニック①（筋膜リソース） 配布資料等を理解しておく 
13 スポーツコンディショニングのケアテクニック②（関節包内運動） 配布資料等を理解しておく 
14 スポーツコンディショニングのケアテクニック③（コントラクトリラックス） 配布資料等を理解しておく 
15 アスレティックリハビリテーションとしての応用とまとめ 配布資料等を理解しておく 
使用教科書： 

 必要に応じて資料を配布 

参考図書： 

 必要に応じて資料を配布 

単位認定の方法及び基準： 

 授業内容から抜粋した実技試験１００％による総合評価 

実務経験のある教員の担当する授業科目該当： 

 有 

どのような実務経験を持つ担当教員が、どのような授業を行うのか： 

 都内運動療法施設にて運動処方作成と指導にあたる実務経験と独立後プロ・アマスポーツ選手や芸能人及び一般の方へのボラン

ティアとトレーニング指導の実務経験に基づき、パーソナルトレーナーのスキルを持つ作業療法士養成のための授業を展開する。 



専門基礎 

分野 
運動学実習 夜間部２年次 後期 １単位・１５回 実習 中村浩 

GIO（一般教育目標）： 

 ・人間の運動を理解し、それを踏まえて日常生活活動（行為）を運動学的および運動力学的に理解できる。 

SBO（行動目標）： 

 ・運動に関わる解剖学的な知識を整理できる。 

 ・授業で必要な上肢の骨、関節、筋（筋名、起始・停止、作用、支配神経、髄節）をまとめ、ポートフォリオに取り組む。 

 ・後述する課題解決に必要な感覚・知覚、認知機能について講義を通して理解できる。 

 ・グループワークでは日常生活活動から健常者（学生）の摂食と更衣について、活動を観察し分析することを課題とする。 

授業概要： 

 ・本授業では、基本的に実習主体となるため、学生自身の自発的な学びの時間を重視する。 

 ・学生自身の課題解決能力を支援するために必要な知識を座学で補い、作業療法士に必要な運動学的思考を養う。 

 ・ポートフォリオを作成し、課題解決に必要な資料作成および情報収集を整理することで体系的な学習を促す。  

回 授業計画又は学習の主題 授業時間外の予習・復習等 

1 オリエンテーション（授業スケジュール等）、ポートフォリオ 予定しているテキストを読む 

2 座位、立位姿勢に関わる骨、関節、筋（座学） 座位、立位姿勢に関する文献を読む 

3 上肢の骨、関節、筋（座学） 上肢構成体についてポートフォリオにまとめる 

4 上肢の運動と機能（座学） 上肢の運動についてポートフォイオにまとめる 

5 運動、活動に関わる感覚、知覚、認知機能（座学） 感覚、知覚、認知機能に関する文献を読む 

6 摂食と更衣活動（座学、実習） 摂食、更衣活動に関する文献を読む 

7 実験の進め方と課題発表の方法、レポートの書き方 研究論文を読む 

8 課題① 摂食活動の実験計画 グループワーク 

9 課題① 摂食活動の実験（観察と計測） グループワーク 

10 課題① 摂食活動の実験のまとめ グループワーク 

11 課題① 摂食活動の実験発表 プレゼンテーション 

12 課題② 更衣活動の課題計画 グループワーク 

13 課題② 更衣活動の実験（観察と計測） グループワーク 

14 課題② 更衣活動の実験のまとめ グループワーク 

15 課題② 更衣活動の課題発表 プレゼンテーション 

使用教科書： 

 ①2020 年度 運動学実習テキスト（配布資料） 

参考図書： 

 ①「運動学 15 レクチャーシリーズ 理学療法・作業療法テキスト」小島悟編集、中山書店 ②「運動学実習 15 レクチャーシ

リーズ 理学療法・作業療法テキスト」小島悟編集、中山書店 ③「筋骨格系のキネシオロジー」原著第 3 版、Donald A. Neumann,  

監訳 Paul D. Andrew, 他、医歯薬出版 ④「人間の運動学 ヒューマンキネシオロジー」宮本省三他著、協同医書出版 

単位認定の方法及び基準： 

 授業内課題（50％）、課題レポートおよび課題発表（50％）より総合的に評価する。 

実務経験のある教員の担当する授業科目該当： 有 

どのような実務経験を持つ担当教員が、どのような授業を行うのか： 

専門学校、大学、リハビリテーション病院他に勤務経験がある。各種整形疾患、脳卒中他のリハビリテーション実務経験に基づいて、

作業療法士を養成するための授業を展開する。 



専門分野 地域臨床見学 夜間部１年次 通年 １単位・５日 実習 
森倉麗子・阿部正美・越智哲夫 

須藤京子・土居大祐・小峰一宏 

GIO（一般教育目標）： 

地域に暮らす障害者や高齢者について、「生活する人」として活動から参加までを見据える視点を持つことを目標とする。臨床

見学、臨床実習Ⅰ、臨床実習Ⅱに向けて、職業人よしての基本的な態度を養う。自己を見つめ、自分の課題に気づくことができる。 

 

SBO（行動目標）： 

① 確認、連絡、報告をする。 

② 対象者や家族と良好な関係をつくる。 

③ スタッフと適切な人間関係をつくる。 

④ 疑問点を自ら見つけ、解決しようと努力する。 

⑤ 職場における時間や規則、約束を守る。 

⑥ 対象者が、日々どのような思いで生活し、通所リハビリテーション、訪問リハビリテーションなどを利用しているかを知ること

ができる。 

 

授業概要： 

 事前にグループ学習により作業療法士の仕事内容を調べて、地域臨床見学後グループディスカッションにより、その認識がどの

ように変化したかを認識する。利用者および職員の方とコミュニケーションをとることと、作業療法士の役割、チーム協働につい

て説明ができるようにする。 

 

 授業計画又は学習の主題 授業時間外の予習・復習等 

  

６月から１２月の期間に、通所リハビリテーション、訪問リハビリテー

ションの現場に、2～3 名のグループで２回また１回のⅠ日見学を３施設行

う。実習感想記録を実習終了時に書き、指導者にチェックしていただく。

実習前と後で地域臨床見学評価を実施する。 

 

 

 

単位認定の方法及び基準： 

課題提出５０％、地域臨床見学実習報告会の発表結果５０％の総合評価 

 

 

 



専門分野 総合統合演習Ⅰ 夜間部１年次 
通年 

前期 
４単位・３０回 演習 森倉麗子 

GIO（一般教育目標）： 

地域臨床見学実習に向けて実習の目的を理解し、職業人としての態度や対象者に対する接遇能力とコミュニケーション能力を身に

つけることができる。総合的な学習スキルを高め、作業療法の実践課程に臨む下準備を行う。 

 

SBO（行動目標）： 

① 文章力を向上させ、作文、レポート、小論文を書くことができる。 

② コミュニケーション能力を高めて、自分の考えを伝えたり、相手の気持ちに配慮して、聞き手になることができる。 

③ 報告、連絡、相談、約束を守るなど、社会人として基本的な態度をとることができる。 

④ 基礎学力を高めるために、解剖学のノートのとり方を学び、上肢の骨、関節の名称、上肢筋の起始、停止を言うことができる。 

授業概要： 

原稿用紙で正しい文章の書き方を学び、最終的にパソコン入力でレポートを仕上げる。課題図書を読み、グループで討論したり、

考えたことを発表したり、学んだことをレポートにする。解剖学の学びは調べ学習や筋カードを作成し、自己学習の習慣を身につけ

る。 

６月から地域臨床見学実習が始まるので、定期的に報告会を開き、学びを共有する。 

回 授業計画又は学習の主題 授業時間外の予習・復習等 

1 臨床実習オリエンテーション グループ話し合い 

2 文章の正しい書き方、序論、本論、結論について 作文を書く 

3 「四本足のあしながおじさん」読書会 グループで読み合わせ、話し合う 

4 「四本足のあしながおじさん」読書会 グループ発表 

5 解剖学ノートのとり方 課題ノート作り 

6 「かないくん」絵本を読んで グループ話し合い、発表 

7 作業療法広報誌オペラを読んで 小論文を書く 

8 接遇について考える ロールプレー 

9 接遇について考える ロールプレー 

10 １回目地域臨床見学実習報告会 発表、質疑応答 

11 解剖学筋カード作り 小テスト実施 

12 解剖学ノートのとり方 課題ノート作り 

13 ２回目地域臨床見学実習報告会 発表、質疑応答 

14 ビブリオバトル 自分のお勧め本、映画など３分発表 

15 ビブリオバトル 自分のお勧め本、映画など３分発表 

使用教科書： 

「四本足のあしながおじさん」 「難病患者に対する支持的作業療法の経験」 

参考図書：必要に応じて、資料を配付する。 

単位認定の方法及び基準： 

課題提出７０％、小テスト３０％による総合評価 

実務経験のある教員の担当する授業科目該当： 有 

どのような実務経験を持つ担当教員が、どのような授業を行うのか： 

身体障害分野、福祉分野で働いてきた経験を活かし、実習、さらに現場で仕事をしていくためには、どんな力が必要なのか、自分を

見つめ、３年間でその力を培っていけるよう、気づきの授業を行いたい。 



専門分野 総合統合演習Ⅰ 夜間部１年次 
通年 

後期 
４単位・３０回 演習 森倉麗子 

GIO（一般教育目標）： 

地域臨床見学実習で学んだことを、クラスメイトと共有し、地域に暮らす障害者や高齢者について、「生活する人」として活動から

参加までを見据える視点をもつことができる。生活行為向上マネジメントの概念を理解し、具体的にマネジメントシートの書き方を

演習する。   

  

SBO（行動目標）： 

① 地域臨床実習の振り返りを行い、自分の課題を認識できる。 

② 基礎学力を高めるために、解剖学のノートの整理をして、下肢の骨、関節の名称、下肢、体幹筋の起始、停止を言うことができ

る。 

③ 生活行為向上マネジメントシートの記入ができる。その人にとって意味のある作業が考えられる。 

授業概要： 

解剖学の学びは、引き続き調べ学習や筋カードの作成お行い、自己学習を進める。生活行為向上マネジメントについては、事例を

通して書き方を学び、実際の作業活動を体験し、意味のある作業について考える。 

 地域臨床見学実習報告会を定期的に開き、発表、質疑応答をする中で、自己の課題、実習に必要な力を考えていく。 

回 授業計画又は学習の主題 授業時間外の予習・復習等 

16 生活行為向上マネジメントの概要 グループ話し合い 

17 生活行為向上マネジメント事例を考える マネジメントシート記入 

18 第３回地域臨床見学実習報告会 発表、質疑応答 

19 解剖学筋カード作り 小テスト実施 

20 解剖学ノート作り 課題ノート作り 

21 第４回地域臨床見学実習報告会 発表、質疑応答 

22 生活行為向上マネジメント作業活動を考える グループ作業活動 

23 生活行為向上マネジメント作業活動を考える グループ活動、マネジメントシート記入 

24 生活行為向上マネジメント作業活動を考える グループ発表 

25 第５回地域臨床見学実習報告会 発表、質疑応答 

26 「四本足のあしながおじさん」支持的作業療法について グループ話し合い 

27 解剖学課題小テスト 小テスト実施 

28 第６回地域臨床見学実習報告会 発表、質疑応答 

29 ストーリーテリング グループ練習 

30 ストーリーテリング グループ発表 

使用教科書：  

「四本足のあしながおじさん」 

参考図書： 

「おはなしのろうそく」 東京子ども図書館編 

単位認定の方法及び基準： 課題提出７０％、小テスト３０％による総合評価 

実務経験のある教員の担当する授業科目該当： 有 

どのような実務経験を持つ担当教員が、どのような授業を行うのか： 

デイサービスで展開した作業療法の経験を元に、意味のある作業、作業の可能性、楽しさを伝えたい。 

 



専門基礎 

分野 
公衆衛生学 夜間部３年次 後期 ２単位・１５回 講義 黒田晴美 

GIO（一般教育目標）： 

臨床医学の主な対象が患者であるのに対し、公衆衛生の対象は普通に生活している人々である。この人々の生活環境をより良いも

のとし、一層健康な状態とするにはどうすれば良いのか。その個人的および社会的方策について理解する。 

 

SBO（行動目標）： 

講義内容を理解し、社会で実践できるようになること。 

 

授業概要： 

公衆衛生学の定義や歴史、基礎知識を分野ごとに概説する。 

 

 

回 授業計画又は学習の主題 授業時間外の予習・復習等 

1 公衆衛生学の概念 予習は講義該当箇所の教科書を読んでおくこと、復習は講義内容の確認をすること。 

2 公衆衛生学と予防医学の歴史(世界) 予習は講義該当箇所の教科書を読んでおくこと、復習は講義内容の確認をすること。 

3 公衆衛生学と予防医学の歴史(日本) 予習は講義該当箇所の教科書を読んでおくこと、復習は講義内容の確認をすること。 

4 環境と健康１ 予習は講義該当箇所の教科書を読んでおくこと、復習は講義内容の確認をすること。 

5 環境と健康２ 予習は講義該当箇所の教科書を読んでおくこと、復習は講義内容の確認をすること。 

6 環境汚染と健康 予習は講義該当箇所の教科書を読んでおくこと、復習は講義内容の確認をすること。 

7 環境衛生１ 予習は講義該当箇所の教科書を読んでおくこと、復習は講義内容の確認をすること。 

8 環境衛生２ 予習は講義該当箇所の教科書を読んでおくこと、復習は講義内容の確認をすること。 

9 保険統計１ 予習は講義該当箇所の教科書を読んでおくこと、復習は講義内容の確認をすること。 

10 保険統計２ 予習は講義該当箇所の教科書を読んでおくこと、復習は講義内容の確認をすること。 

11 生活習慣病の現状と対策１ 予習は講義該当箇所の教科書を読んでおくこと、復習は講義内容の確認をすること。 

12 生活習慣病の現状と対策２ 予習は講義該当箇所の教科書を読んでおくこと、復習は講義内容の確認をすること。 

13 主要疾患の疫学と予防対策１ 予習は講義該当箇所の教科書を読んでおくこと、復習は講義内容の確認をすること。 

14 主要疾患の疫学と予防対策２ 予習は講義該当箇所の教科書を読んでおくこと、復習は講義内容の確認をすること。 

15 保健・医療・福祉 予習は講義該当箇所の教科書を読んでおくこと、復習は講義内容の確認をすること。 

使用教科書： 

 「公衆衛生学入門〜社会・環境と健康 第４版」 

参考図書： 

 「コメディカルのための専門基礎分野テキスト 公衆衛生学 第３版」 

単位認定の方法及び基準： 

 講義への取り組み(出席状況、授業態度等)10％、小テスト 10％、定期試験 80％による総合評価 

 

実務経験のある教員の担当する授業科目該当： 

 無 

どのような実務経験を持つ担当教員が、どのような授業を行うのか： 

 

 



専門分野 基礎作業学実習Ⅰ 夜間部２年次 前期 １単位・１５回 実習 土居大祐 

GIO（一般教育目標）： 

⑴ 障害を有する対象者の個々の特性に合わせた治療手段として、適切な手工芸が選択・提供出来る様、知識を理解し、基本的な技

術を習得する。更に各手工芸を分析し、運動機能・精神機能に与える影響を考え、対象者に合わせたプログラムを考える力を身

に付ける。 

SBO（行動目標）： 

⑴ 作業療法の治療と作業（アクティビティ）の関連性を理解する事が出来る 

⑵ 陶工・木工・金工の特徴を述べる事が出来る 

⑶ 陶工・木工・金工の基本的な手順を理解し、作成する事が出来る 

⑷ 対象者に合わせて作業（アクティビティ）を選択し、難易度や工程を調整、工夫する事が出来る 

授業概要： 

陶工、木工、金工の基本的な知識・技術を習得。各種目が対象者にとってどの様な治療効果があるのかを体験を通して分析し対象者

に合わせた治療法としての作業活用方法を習得する。 

回 授業計画又は学習の主題 授業時間外の予習・復習等 

1 概要説明 作業とは何か？ 配布した資料を読む 

2 陶工➀ 玉作り 配布した陶工の資料を読む 

3 陶工➁ 高台つけ，削り，ひも作り 配布した陶工の資料を読む 

4 陶工➂ 釉薬かけ，高台つけ，削り 配布した陶工の資料を読む 

5 陶工➃ 釉薬かけ，課題準備  配布した資料を読み、課題準備に入る 

6 陶工➄ 課題発表 陶工の全工程を振り返る 

7 木工➀ 概要説明  配布した木工の資料を読む 

8 木工➁ 製作 配布した木工の資料を読む 

9 木工➂ 製作 配布した木工の資料を読む 

10 木工➃ 製作  配布した木工の資料を読む 

11 木工➄ 製作 課題準備 配布した資料を読み、課題準備に入る 

12 木工➅ 課題発表  木工の全工程を振り返る 

13 金工➀ 七宝焼き 配布した金工の資料を読む 

14 金工➁ 銅板整形 七宝焼き 課題準備 配布した資料を読み、課題準備に入る 

15 課題発表・まとめ 金工の全工程を振り返る 

使用教科書： 

「作業－その治療的応用 改訂第２版」 

参考図書： 

「作業活動実習マニュアル 第２版」 

単位認定の方法及び基準： 

定期試験（60％）課題提出及び授業態度（40％）による総合評価 

実務経験のある教員の担当する授業科目該当： 

有 

どのような実務経験を持つ担当教員が、どのような授業を行うのか： 

精神科病院にて作業（アクティビティ）を用いた治療に携わった経験がある。治療手段として、適切な手工芸を選択・提供出来る様

知識を理解し、基本的な技術の習得を目指した授業を展開していく。 



専門基礎 

分野 
生理学実習 夜間部２年次 後期 ２単位・３０回 実習 坂井泰 

GIO（一般教育目標）： 

人体の正常な構造と機能を学び、健康維持と疾病回復への過程を理解する。「生理学」で得た身体の仕組みのすばらしさを、実習を

することによって科学的な考え方、研究方法を学ぶ。臨床科目への基礎を作る。 

 
SBO（行動目標）： 

①消化管の生理的機能について説明できる。 ②脳の機能局在について説明できる。 ③反射の種類と反射弓について説明できる。

④心臓機能の調節機構について説明できる。 ⑤血圧調節機能を説明できる。 

 

授業概要： 

1 年次生理学の未学習範囲を理解するため、パワーポイントを用いて、図、表を提示し解説する。 

生体内外の環境変化に応じて諸臓器の機能状態を変化させる神経、内分泌調節について、特に脳機能と消化器系における神経による

調節機構について解説する。座学で得た生理学知識を活かして、実際に脊髄反射、血圧測定、心電図測定、感覚点測定などを行う。 

回 授業計画又は学習の主題 授業時間外の予習・復習等 

1 オリエンテーション、生体の調節機構における神経性調節と内分泌性調節 1 年次で得た生理学知識の確認 

2 消化管構造の特徴と消化管運動の調節機構 予定している主題範囲内の教科書を読む。 

3 消化管構造の特徴と消化管運動の調節機構 予定している主題範囲内の教科書を読む。 

4 各種消化液の分泌機構と消化管ホルモン 予定している主題範囲内の教科書を読む。 

5 各種消化液の分泌機構と消化管ホルモン 予定している主題範囲内の教科書を読む。 

6 三大栄養素の消化・吸収機構 予定している主題範囲内の教科書を読む。 

7 脳の構成と機能局在  予定している主題範囲内の教科書を読む。 

8 連合野の概念、言語中枢 予定している主題範囲内の教科書を読む。 

9 視床下部と辺縁系 予定している主題範囲内の教科書を読む。 

10 学習と記憶、睡眠と脳波  予定している主題範囲内の教科書を読む。 

11 筋線維の構造と収縮機構 予定している主題範囲内の教科書を読む。 

12 運動ニューロン、姿勢反射、 予定している主題範囲内の教科書を読む。 

13 反射弓、受容器、求心性神経、反射中枢、遠心性神経、効果器 予定している主題範囲内の教科書を読む。 

14 各種脊髄反射の実際  二人一組になり互いに筋や腱を蝕知する。 

15 血圧・心拍数の測定（体位変換、氷冷刺激） 予定している主題範囲内の教科書を読む。 

使用教科書： 

「標準理学療法学・作業療法学」（専門基礎分野）、「生理学」（医学書院）、実習マニュアル（担当者作成） 

参考図書： 

「生理学テキスト」（文光堂）、「標準生理学」（医学書院） 

単位認定の方法及び基準： 

レポート６０％、確認テスト３０％、小テスト１０％による総合評価 

実務経験のある教員の担当する授業科目該当： 

有 

どのような実務経験を持つ担当教員が、どのような授業を行うのか： 

医学部医学科および保健医療（理学療法・作業療法、看護、臨書検査、鍼灸理療、柔道整復 等）部門で生理学授業を担当した教員

が医療従事者に必須な生体機能の調節機構について解説する。 



専門基礎 

分野 
生理学実習 夜間部２年次 後期 ２単位・３０回 実習 坂井泰 

GIO（一般教育目標）： 

人体の正常な構造と機能を学び、健康維持と疾病回復への過程を理解する。「生理学」で得た身体の仕組みのすばらしさを、実習を

することによって科学的な考え方、研究方法を学ぶ。臨床科目への基礎を作る。 

 
SBO（行動目標）： 

①心電図について説明できる。 ②感覚について説明できる。 ③ホルモンについて解説できる。 ④ホルモンの分泌機序と作用機

序について説明できる。 ⑤体温調節と発熱・解熱を説明できる。 

 

授業概要： 

1 年次生理学の未学習範囲を理解するため、パワーポイントを用いて、図、表を提示し解説する。 

生体内外の環境変化に応じて諸臓器の機能状態を変化させる神経、内分泌調節について、特に脳機能と消化器系における神経による

調節機構について解説する。座学で得た生理学知識を、実際に脊髄反射、血圧測定、心電図測定、感覚点測定などを行う。 

回 授業計画又は学習の主題 授業時間外の予習・復習等 

16 血圧・心拍数の測定（体位変換、氷冷刺激） 予定している主題範囲内の教科書を読む。 

17 心電図（深呼吸および精神、運動負荷）、2 点弁別閾の測定 予定している主題範囲内の教科書を読む。 

18 感覚総論 刺激の受容、 体性感覚、感覚の伝導路  予定している主題範囲内の教科書を読む。 

19 実習発表会とまとめ  各班、実習レポートについて発表する。 

20 実習発表会とまとめ  各班、実習レポートについて発表する。 

21 視覚、聴覚、嗅覚、 予定している主題範囲内の教科書を読む。 

22 平衡覚、味覚  予定している主題範囲内の教科書を読む。 

23 ホルモンの概要、ホルモン構造の特徴  予定している主題範囲内の教科書を読む。 

24 ホルモンの分泌機序 と作用機序 予定している主題範囲内の教科書を読む。 

25 脳下垂体前葉ホルモンと後葉ホルモンの作用機序、 予定している主題範囲内の教科書を読む。 

26 副腎皮質ホルモンと副腎髄質ホルモンの作用機序 予定している主題範囲内の教科書を読む。 

27 月経周期とホルモン調節 、生殖 予定している主題範囲内の教科書を読む。 

28 体温調節機構、発熱と解熱 予定している主題範囲内の教科書を読む。 

29 各項目について重点事項  重要項目の復讐 

30 まとめ  重要項目について試験対策をたてる。 

使用教科書： 

「標準理学療法学・作業療法学」（専門基礎分野）、「生理学」（医学書院）、実習マニュアル（担当者作成） 

参考図書： 

「生理学テキスト」（文光堂）、「標準生理学」（医学書院） 

単位認定の方法及び基準： 

レポート６０％、確認テスト３０％、小テスト１０％による総合評価 

実務経験のある教員の担当する授業科目該当： 

有 

どのような実務経験を持つ担当教員が、どのような授業を行うのか： 

医学部医学科および保健医療（理学療法・作業療法、看護、臨書検査、鍼灸理療、柔道整復 等）部門で生理学授業を担当した教員

が医療従事者に必須な生体機能の調節機構について解説する。 



専門基礎 

分野 
神経内科学 夜間部２年次 後期 ２単位・１５回 講義 森田昭彦・石原正樹・原誠 

GIO（一般教育目標）： 

神経系の正常構造と機能を理解し、おもな神経疾患の病因、病態生理、症候、診断、治療を学ぶ。 

SBO（行動目標）： 

（1）中枢神経系、末梢神経系の構造・機能と神経症状、症候群を関連付けることができる。（2）主な神経症状に対する基本的な

検査方法について説明することができる。（3）代表的な疾患や症候群の病態について述べることができる。（4）主な神経難病の特

徴について述べることができる。 

授業概要： 

リハビリテーションの各種対象疾患の一部分を占める神経筋疾患を理解するために必要な解剖生理学を復習する。脳血管障害や

Parkinson 病、筋萎縮性側索硬化症、多発性硬化症、Guillain-Barré 症候群、重症筋無力症、筋ジストロフィーなどのおもな神経筋

疾患への理解を通して、診断に必要な神経学的症状・徴候（高次脳機能障害を含む）、検査、治療についてあわせ学ぶ。 

脊髄損傷などの外傷や腫瘍性疾患、小児期の代表的神経疾患などについても取り上げる。 

回 授業計画又は学習の主題 授業時間外の予習・復習等 

1 総論：神経系の解剖・生理、神経学的検査法 神経内科学：2,4 章 

2 総論：神経学的診断法、おもな神経症候のみかた 神経内科学：5,7,8,9,10,17,18 章 

3 総論：高次脳機能障害のみかた 神経内科学：3,11,12,13,14,15,16 章 

4 各論：腫瘍性疾患、外傷 神経内科学：19,22,23,24 章 

5 各論：脳血管障害 神経内科学：20 章 

6 各論：認知症 神経内科学：21 章 

7 各論：パーキンソン病とその類縁疾患 神経内科学：26 章 

8 各論：変性疾患（脊髄小脳変性症、運動ニューロン疾患） 神経内科学：25 章 

9 各論：脱髄疾患（多発性硬化症）、中毒性疾患 神経内科学：25,31 章 

10 各論：感染性疾患 神経内科学：30 章 

11 各論：末梢神経障害 神経内科学：27 章 

12 各論：神経筋接合部疾患、筋疾患 神経内科学：29 章 

13 各論：てんかん、頭痛 神経内科学：6,28 章 

14 各論：小児神経疾患 神経内科学：32 章 

15 各論：内科疾患に伴う神経障害 医学生・研修医のための神経内科学：17 章 

使用教科書：  

「≪標準理学療法学・作業療法学 専門基礎分野≫神経内科学（第５版）（川平和美（編）、医学書院）」 

参考図書： 

「医学生・研修医のための神経内科学（3 版）（神田隆、中外医学社）」、「脳神経内科学（高橋伸佳、理工図書）」、 

「病気がみえる〈vol.7〉脳・神経（２版）（医療情報科学研究所（編）、メディックメディア）」 

単位認定の方法及び基準： 

Multiple Choice Question による総合的評価を行う（100%）。 

実務経験のある教員の担当する授業科目該当： 

有 

どのような実務経験を持つ担当教員が、どのような授業を行うのか： 

脳神経内科臨床を行う現役医師であり、医学生を対象とした神経内科学の講義を行った経験を有している。リハビリテーション対象

疾患である神経筋疾患への理解が深まるよう努めます。 



専門基礎 

分野 
精神医学 夜間部２年次 前期 ２単位・１５回 講義 佐藤克彦 

GIO（一般教育目標）： 

臨床の現場では様々な職種が協力しあって総合的な医療を提供していく必要があるが、特に精神科領域では作業療法士の役割が大

きく、かつ、ますます重要になってきている。これを踏まえ、どのような精神障害があり、どのように治療され、どのように社会復

帰していくのかの全体像を理解することを目標とする。 

SBO（行動目標）： 

①精神疾患の外因性、内因性、心因性の３分類を頭に入れながら、精神疾患の幅広い領域を俯瞰しつつ理解する。②治療としても、

上記分類をもとに、身体的治療、精神科薬物治療・通電療法、精神療法・環境調整という幅広い領域を偏りなく把握する。③認知症

や発達障害など、今後重視されていく領域については特に、丸暗記ではなく、応用が利くような深い理解を目指す。 

授業概要： 

精神医学は「精神」といういまだ未解明なものを扱うために、理念や主義が先行した複数の理論が入り乱れている傾向があるが、

そのような枝葉末節には拘泥せず、臨床現場で実際に活用できる知識を身につけることを重視する。同時に、臨床現場に立てるよう

に、質・量ともに、国試に直結するものを提供したい。 

回 授業計画又は学習の主題 授業時間外の予習・復習等 

1 精神医学総論 該当箇所の教科書を読む 

2 精神療法（１） 該当箇所の教科書を読む 
3 精神療法（２） 該当箇所の教科書を読む 
4 統合失調症（１） 該当箇所の教科書を読む 
5 統合失調症（２） 該当箇所の教科書を読む 
6 気分（感情）障害（１） 該当箇所の教科書を読む 
7 気分（感情）障害（２） 該当箇所の教科書を読む 
8 神経症性障害、パーソナリティー障害 該当箇所の教科書を読む 
9 睡眠障害、摂食障害 該当箇所の教科書を読む 

10 児童・青年期の精神障害 該当箇所の教科書を読む 
11 脳器質性精神障害 該当箇所の教科書を読む 
12 てんかん 該当箇所の教科書を読む 
13 症状性精神障害 該当箇所の教科書を読む 
14 コンサルテーション、リエゾン精神医学 該当箇所の教科書を読む 
15 産業医学、メンタルヘルス 該当箇所の教科書を読む 
使用教科書： 

「標準医学量法学・作業療法学 精神医学 第４版」 

参考図書： 

必要に応じて、資料を配付する。 

単位認定の方法及び基準： 

基本的に試験による評価１００％であるが、定期試験を受けるに足る出席状況・受講態度を前提とした総合評価。 

実務経験のある教員の担当する授業科目該当： 

有 

どのような実務経験を持つ担当教員が、どのような授業を行うのか： 

外来・入院を含む、一般的な精神科臨床を行っている。 

 



専門基礎 

分野 
小児科学 夜間部３年次 後期 ２単位・１５回 講義 関野隆子 

GIO（一般教育目標）： 

小児期は成長・発達の時期であり、身体の諸機能が年齢と共に発達してゆくので、その基礎的な理解の上に、小児期特有の疾患につ

いて学び、作業療法士の役割に生かすことができる。 

 

SBO（行動目標）： 

①小児の成長・発達、生理、保健について理解する 

②小児期に特有な先天性・遺伝性疾患について理解する 

③小児に多い不慮の事故について、予防・応急処置、又虐待について理解を深める 

授業概要： 

小児の成長・発達、生理、保健、疾病について理解を深められるように講義を進める。 

 

回 授業計画又は学習の主題 授業時間外の予習・復習等 

1 小児科学の概論、小児の成長・発育と発達 予定している主題範囲内の教科書を読む 

2 小児の保健、予防接種、事故予防 予定している主題範囲内の教科書を読む 
3 栄養障害、新生児・未熟児疾患 予定している主題範囲内の教科書を読む 
4 先天異常、染色体異常、遺伝病 予定している主題範囲内の教科書を読む 
5 神経・筋・骨系疾患① 予定している主題範囲内の教科書を読む 
6 神経・筋・骨系疾患② 予定している主題範囲内の教科書を読む 
7 循環器・呼吸器疾患 予定している主題範囲内の教科書を読む 
8 感染症、消化器疾患 予定している主題範囲内の教科書を読む 
9 内分泌系・代謝疾患 予定している主題範囲内の教科書を読む 

10 血液疾患 予定している主題範囲内の教科書を読む 
11 免疫・アレルギー・膠原病 予定している主題範囲内の教科書を読む 
12 腎・泌尿器系・生殖器疾患 予定している主題範囲内の教科書を読む 
13 腫瘍性疾患、心身症、重症心身障害児 予定している主題範囲内の教科書を読む 
14 眼科的・耳鼻科的疾患、虐待 予定している主題範囲内の教科書を読む 

虐待について考える 
15 応急処置・救急処置  まとめ 予定している主題範囲内の教科書を読む 
使用教科書： 

「標準理学療法学・作業療法学・小児科学 第５版」 

参考図書： 

必要に応じて、資料を配付する 

単位認定の方法及び基準： 

 定期試験 100％による総合評価 

実務経験のある教員の担当する授業科目該当： 

 有 

どのような実務経験を持つ担当教員が、どのような授業を行うのか： 

 公立の総合病院にて、約 40 年の実務経験がある。その実務経験・知識に基づいて、作業療法士の養成のための授業を展開する 

 



専門分野 作業療法評価法Ⅰ 夜間部２年次 後期 ２単位・１５回 講義 越智哲夫 

GIO（一般教育目標）： 

地域における障害者の生活環境全般についての理解を深め、支援してために必要な知識や技術を習得し、問題解決能力を培うことを

目的とする。 

SBO（行動目標）： 

①地域リハビリテーションの概念とノーマライゼーションについて理解を深める 

②医療・介護保険制度について述べることができる 

③社会資源について列挙し、それぞれの役割について説明することができる 

④身心の機能に合わせた住環境整備の支援・指導のポイントが説明できる 

⑤地域作業療法について事例を通して理解を深める 

授業概要： 

地域リハビリテーションの支援の特徴を理解し、そのチーム連携の中で、作業療法士の特徴を生かし、地域在宅サービスを支える

のかを、社会文化背景なども考慮しながら、学生自身の経験や知識が共有できるようにグループワークを取り入れた授業を行う。 

回 授業計画又は学習の主題 授業時間外の予習・復習等 

1 地域リハビリテーションの視点と地域作業療法 リハビリテーション概論の復習をしておく 

2 地域作業療法を支える制度・社会制度支援・連携 教科書第２章等の当該箇所の予習と復習 

3 地域作業療法実践の枠組み・視点（施設・デイサービス・訪問・等） 教科書第３章等の当該箇所の予習と復習 

4 住環境の調整１：居住・介護保険住宅改を中心に（ADL） 配布資料による学習 

5 住環境の調整２：バイアフリー社会参加と法制度（APDL） 配布資料による学習 

6 地域作業療法におけるケアマネージメントの展開と MTDLP 症例報告の配布資料の理解 

7 医療保険と介護保険による、地域サービスの特徴 教科書及び板橋区発行の資料を参考にする 

8 障害者総合支援法と児童福祉・公的扶助・福祉圏域 東京都の資料配布 

9 地域包括ケアシステムと地域作業療法の現状～浦田先生～ 2020 年問題等の資料等 

10 訪問系地域作業療法と通所系地域作業療法通過型施設サービスの比較 日本作業療法士協会資料 

11 発達障害をもつ人たちとのライフサイクルと作業療法～阿部先生～ 教育的リハビリテーション配布資料 

12 重度障害者の社会参加を促す在宅の支援の特徴～須藤先生～ 機能障害を補う支援 

13 精神医療保健福祉領域の在宅支援の特徴と作業療法士 地域作業療法関連用語を復習 

14 在宅医療と地域作業療法～眞々部先生～  

15 これからの地域作業療法の課題・まとめ  

使用教科書： 

「標準作業療法学専門分野・地域作業療法学 第３版」 

参考図書： 

「地域リハビリテーション論 Ver.7」「作業療法を観る」「地域包括リハビリテーションマニュアル」 

単位認定の方法及び基準： 

課題 10％ 定期試験 90％ による総合評価 

実務経験のある教員の担当する授業科目該当： 

有 

どのような実務経験を持つ担当教員が、どのような授業を行うのか： 

担当教員は、介護保険下の通所介護・通所リハ・老健での臨床経験と、就労移行支援事業所において、地域生活者と家族の支援と行

政への働きかけなどを経験している。地域での連携とマネージメントの視点はこの経験を生かし講義する。 



専門分野 作業療法評価法Ⅱ 夜間部２年次 前期 ２単位・１５回 講義 土居大祐 

GIO（一般教育目標）： 

⑴ 精神科作業療法及び精神機能における評価項目を選定出来る力を身に付ける 

⑵ 精神科作業療法及び精神機能における評価方法を作成出来る力を身に付ける 

SBO（行動目標）： 

⑴ 各検査法・テストの対象者・目的を説明する事が出来る 

⑵ 対象者の言語に対して、その原因や影響について複数の仮説を立てる事が出来る 

⑶ 確認したい事や評価したい事について、実現可能な観察方法を計画する事が出来る 

⑷ 改善が必要な事と活用出来る事を整理分類する事が出来る 

授業概要： 

前半は国試で出題される事が多い検査法やテストについて講義にて学ぶ。後半は観察の練習、仮設の立案、評価方法の立案等、課題

を通して各自が考える。先ずは自ら考えを発表する事が求められる。 

 

回 授業計画又は学習の主題 授業時間外の予習・復習等 

1 評価とは 授業を基に各自学習計画を立てる 

2 作業療法評価におけるデータについて 必要な情報について整理する 

3 知能検査・人格検査 各検査の目的、対象者、特徴を整理する 

4 精神症状・生活の評価 各検査の目的、特徴を整理する 

5 興味・関心・ニーズの評価 各検査の目的、特徴、方法を整理する 

6 対人関係の評価 各検査の特徴と交流分析理論の整理、課題 

7 なぜ観察するのか、何を観察するのか 場面や観察ポイントで分かる事、課題 

8 観察するうえでのポイント 何に注意するかの整理、課題 

9 観察及び仮説についての課題発表 観察の要点、課題と確認方法について整理 

10 言動の原因について仮説を立てる 仮説のポイントを整理 

11 ICF を使用した評価項目 ICF 項目の確認、課題 

12 話す 面接のポイントを整理、課題 

13 観察の目的と確認された情報 課題 

14 評価方法の計画 評価方法の計画についての要点の整理 

15 情報のまとめ方 SBO 達成度の確認 

使用教科書： 

「標準作業療法学専門分野 精神機能作業療法学 第２版」 

参考図書： 

「精神障害と作業療法 新版」 「精神障害作業療法学 改訂第２版」 

単位認定の方法及び基準： 

定期試験（80％）課題提出及び授業態度（20％）による総合評価 

実務経験のある教員の担当する授業科目該当： 

有 

どのような実務経験を持つ担当教員が、どのような授業を行うのか： 

精神科病院にて作業療法士として治療に携わった経験がある。精神科作業療法の実務経験に基づいて、精神科領域で活躍出来る作業

療法士の養成の為の授業を展開していく。 



専門分野 作業療法評価法Ⅲ 夜間部２年次 後期 ２単位・１５回 講義 阿部正美 

GIO（一般教育目標）： 

発達障害の概念・歴史を学ぶとともに、正常発達を理解し発達障害を学ぶ上での基礎とする 

 

SBO（行動目標）： 

①発達障害の概念・歴史を知る            

②正常発達において、主に運動発達について理解を深める                   

③正常発達において、知的発達・社会的発達その他の発達について理解を深める 

 

授業概要：本授業では、発達障害の概念・歴史を主に講義を通して学ぶとともに、正常発達については、講義だけでなく実習を通し

て学ぶことで理解を深めることを狙いとする。 

 

回 授業計画又は学習の主題 授業時間外の予習・復習等 

1 総論―発達障害とは 予定している範囲内の教科書を読む 

2 発達作業療法の歴史 課題レポートの作成 

3 正常発達―粗大運動発達① 予定している範囲内の教科書を読む 

4 正常発達―粗大運動発達② 予定している範囲内の教科書を読む 

5 正常発達―粗大運動発達③ 予定している範囲内の教科書を読む 

6 正常発達―粗大運動発達④まとめ 予定している範囲内の教科書を読む 

7 正常発達―上肢・手指機能の発達① 予定している範囲内の教科書を読む 

8 正常発達―上肢・手指機能の発達② 予定している範囲内の教科書を読む 

9 正常発達―知覚・認知の発達 予定している範囲内の教科書を読む 

10 正常発達―心理、社会性の発達 予定している範囲内の教科書を読む 

11 正常発達―口腔機能、摂食機能の発達① 予定している範囲内の教科書を読む 

12 正常発達―口腔機能、摂食機能の発達② 予定している範囲内の教科書を読む 

13 正常発達―更衣動作の発達① 予定している範囲内の教科書を読む 

14 正常発達―更衣動作の発達② 排泄動作の発達 予定している範囲内の教科書を読む 

15 正常発達―遊びの発達 予定している範囲内の教科書を読む 

使用教科書： 

「イラストで分かる 発達障害の作業療法」 

参考図書： 

「発達障害の作業療法」基礎編・実践編 ＊適時プリントを配布する 

単位認定の方法及び基準： 

①授業への議論の参加 ②授業での実技への参加 ③授業でのレポート作成 ④症例検討における参加・発表内容→２０％を目安 

⑤期末試験→８０％を目安とした総合評価 

実務経験のある教員の担当する授業科目該当： 

 有 

どのような実務経験を持つ担当教員が、どのような授業を行うのか： 

小児・療育の専門病院で作業療法を担当していた教員が、その経験を活かし実践例を交えた授業を展開する 

 



専門分野 作業治療学演習 夜間部３年次 前期 ２単位・１５回 演習 中込慶太・佐藤智恵子 

GIO（一般教育目標）： 

身体分野での評価が行えるようになるために、代表的な評価について知識・技術を習得する。 

SBO（行動目標）： 

1.身体障害に用いられるそれぞれの評価の目的を口頭で述べることが出来る。 

2.作業療法で用いる評価と記録を正しく行うことが出来る。 

3.バイタルサイン(血圧・脈拍・呼吸・意識レベル)の仕方を対象者に説明し、測定することが出来る。 

4.スクリーニングを含め、片麻痺機能検査の目的と手順を対象者に説明し実施出来る。 

5.知覚検査・反射検査・姿勢反射検査の目的と手順を対象者に説明し実施出来る。 

6.上肢機能検査の目的と手順を対象者に説明し実施出来る。 

7.協調性検査の目的と手順を対象者に説明し実施出来る。 

8.評価結果の実施と立案が出来る。 

9.評価結果からの統合と解釈が出来る。 

授業概要：本授業は、作業療法Ⅰで行った評価法の熟練を目指す。病気との関係、結果に対する考察まで実施する。 

回 授業計画又は学習の主題 授業時間外の予習・復習等 

1 血圧・脈拍・呼吸・意識障害を適切に実施し訓練開始の是非を判断。 ①pp53-58,②pp56,64,66-67 

2 形態計測・姿勢分析結果から考察を加える。 ①pp65-71 

3 反射検査・筋緊張検査の説明と実施。検査結果からの考察。 ①pp130-137,151-159，②pp4,22-23,190-213 

4 知覚検査の手順、実施における説明と実施。ADL との関連性の考察。 ①pp114-129,②pp p4,22-23,190-193,218-229 

5 知覚検査の手順、実施における説明と実施。ADL との関連性の考察。 〃 

6 協調性検査の説明と実施。検査結果からの考察。 ①pp160-167,②pp214-217,342-343, 

7 バランス検査の説明と実施。検査結果からの考察。 ①pp138-150,②pp227 

8 片麻痺機能テストを正確に実施出来る。観察からの考察。Ⅰ ①pp274-313 

9 片麻痺機能テストを正確に実施出来る。観察からの考察。Ⅱ 〃 

10 片麻痺機能テストを正確に実施出来る。観察からの考察。Ⅲ 〃 

11 脳神経検査の説明と実施。検査結果からの考察。 ①pp168-183,②242-279, 

12 上肢機能検査（STEF・MFT）。検査結果からの考察。 ①pp204-212 

13 評価計画立案・実施 ①pp3-33 

14 評価結果からの統合と解釈 Ⅰ 〃 

15 評価結果からの統合と解釈 Ⅱ 〃 

使用教科書：①能登真一、他：「標準作業療法学作業療法評価学 第 3 版」医学書院. 

       ②「病気が見える Vol.7」、「脳・神経第 1 版」メディックメディア 

③町田志樹、他：「PT・OT ビジュアルテキスト専門基礎解剖学」 

参考図書：①坂井建雄、他：「プロメテウス解剖学アトラス解剖学総論・運動器系 第 3 版 1 刷」医学書院. 

②田崎義昭、他：「ベッドサイドの神経の診かた 改訂 18 版 3 刷」南山堂. 

単位認定の方法及び基準： 

実技試験(40％)、演習ノート（60%）提出の成績を合算して、総合評価する。 

実務経験のある教員の担当する授業科目該当：有 

どのような実務経験を持つ担当教員が、どのような授業を行うのか：総合病院や通所・訪問系サービスに携わった経験がある。病院や施

設での実務経験に基づいて、全領域で活躍出来る作業療法士の養成のための授業を展開する。 



専門分野 作業治療学Ⅰ 夜間部３年次 前期 ２単位・１５回 講義 中込慶太・佐藤智恵子 

GIO（一般教育目標）： 

身体分野での評価が行えるようになるために、代表的な評価について知識・技術を習得する。 

SBO（行動目標）： 

1.身体障害に用いられる評価の目的を理解する。 

2.作業療法で用いる評価と記録を正しく行うことが出来る。 

3.バイタルサイン(血圧・脈拍・呼吸・意識レベル)を実施出来る。 

4.片麻痺機能検査を実施出来る。 

5.知覚検査・反射検査・姿勢反射検査を実施出来る。 

6.上肢機能検査を実施出来る。 

7.協調性検査を実施出来る。 

8.評価結果の実施と立案が出来る。 

9.評価結果からの統合と解釈が出来る。 

授業概要：作業療法評価法Ⅰと作業治療学演習Ⅰと関連がある。身体障害作業療法領域で主に使われる身体機能の評価技法を学習す

る。評価の目的を理解し、記録を正しく行うことができることと、評価結果を列挙し、治療計画と結びつけられることを目標とする。 

回 授業計画又は学習の主題 授業時間外の予習・復習等 

1 血圧・脈拍・呼吸・意識障害の評価 ①pp53-58,②pp56,64,66-67 

2 形態計測・姿勢分析の評価 ①pp65-71 

3 反射検査・筋緊張検査の評価 ②pp130-137,151-159，②pp4,22-23,190-213 

4 知覚検査（表在感覚）の評価 ①pp114-129,②pp p4,22-23,190-193,218-229 

5 知覚検査（深部感覚）の評価 〃 

6 協調性検査の評価 ③pp160-167,②pp214-217,342-343, 

7 バランス検査の評価 ①pp138-150,②pp227 

8 脳血管障害に対する検査の評価 Ⅰ ①pp274-313 

9 脳血管障害に対する検査の評価 Ⅱ 〃 

10 脳血管障害に対する検査の評価 Ⅲ 〃 

11 脳神経検査の評価 ①pp168-183,②242-279, 

12 上肢機能検査（STEF・MFT） ①pp204-212 

13 評価計画立案・実施 ①pp3-33 

14 評価結果からの統合と解釈 Ⅰ 〃 

15 評価結果からの統合と解釈 Ⅱ 〃 

使用教科書：①能登真一、他：「標準作業療法学作業療法評価学 第 3 版」医学書院. 

       ②「病気が見える Vol.7 脳・神経 第 2 版」メディックメディア. 

③町田志樹、他：「PT・OT ビジュアルテキスト専門基礎解剖学」 

参考図書：①坂井建雄,他：「プロメテウス解剖学アトラス解剖学総論/運動器系 第 3 版 1 刷」医学書院. 

②田崎義昭,他：「ベッドサイドの神経の診かた 改訂 18 版 3 刷」南山堂. 

単位認定の方法及び基準：筆記試験(100％) による総合評価 

実務経験のある教員の担当する授業科目該当：有 

どのような実務経験を持つ担当教員が、どのような授業を行うのか：総合病院や通所・訪問系サービスに携わった経験がある。病院や施

設での実務経験に基づいて、全領域で活躍出来る作業療法士の養成のための授業を展開する。 



専門分野 作業治療学Ⅱ 夜間部２年次 前期 ２単位・１５回 講義 越智哲夫 

GIO（一般教育目標）： 

わが国の精神医療と保健福祉の領域の作業療法は、欧米の精神科リハビリテーションに起源があるものと、我が国の社会文化的な

背景から生まれた精神医療に起源をもつという特徴を持ち、現在の治療理論や支援方法がある。対象も医療にとどまらない領域に及

んでいることを理解する。 

SBO（行動目標）： 

①精神医学・臨床心理学・発達心理学などの作業療法に影響を与えている基礎理論の概略を説明できる。 

②統合失調症を中心に回復過程やフィールドにそった支援の概略を説明できる。 

③精神医療・保健福祉の対象者が認知障害を抱える人としての理解をする。 

④価値観によりものの見方が変わり、偏った見方をすることと障害者のおかれた立場を理解する。 

授業概要： 

教科書と参考書などから、特に理解をしておきたい基本的な語句に焦点をあて理解することに重きを置き授業を行う。価値観が尊重

される精神科領域において根拠がある理解と援助がもとめられているので学生間の意見交換の機会を作りたい。 

回 授業計画又は学習の主題 授業時間外の予習・復習等 

1 コースオリエンテーション「精神科領域作業療法の対象」 精神医学等の授業のい復習 

2 精神保健福祉の動向と作業療法士の役割 教科書第１章を予習 

3 「心のモデル」と作業療法の治療と支援 精神分析・交流分析等の資料配布 

4 「発達的観点」と作業療法の治療と支援 心理社会的発達の適応に関する資料 

5 「その人らしい主体的な生活を援助する」作業療法実践の基本的視点 教科書を予習復習 

6 「疾患と回復過程の理解」と作業療法 教科書を予習復習 

7 「認知行動変容に向けた支援」と作業療法 学習理論・行動療法・認知療法 

8 「地域生活支援の視点」 教科書他、ACT の予習・復習 

9 「予防・早期介入と急性期の状態像の理解」 教科書を予習・復習 

10 「我が国の精神保健福祉の課題と作業療法の実際」 教科書を予習・復習 

11 「退院支援の考え方と実際」 教科書を予習・復習 

12 コミュニケーションからの人間理解『関係性の獲得』の重要性  

13 調べ学習「精神保健福祉に関すう用語の理解」（グループ学習）  

14 シェア学習（グループ学習）  

15 その他、リエゾン精神医学等  

使用教科書： 

香山明美他編「生活を支援する精神科作業療法」医歯薬出版社 

参考図書：①『作業療法学全書改訂第３版第５巻「作業療法学２・精神障害」協同医書出版』 ②『山根寛「精神障害と作業療法」

三輪書店』 ③『精神疾患の理解と精神科作業療法』 

単位認定の方法及び基準： 

①期末試験９０％②レポート等授業への取り組み１０％とし総合的に評価する。 

実務経験のある教員の担当する授業科目該当： 

有 

どのような実務経験を持つ担当教員が、どのような授業を行うのか： 

精神科病院における精神科作業療法担当、精神保健福祉法内施設勤務等の担当経験がある。精神科入院治療から地域在宅支援までの

広範囲の経験をもとに、当事者と家族の立場を理解できる作業療法士を養成するための授業を展開する。 



専門分野 作業治療学Ⅲ 夜間部３年次 前期 ２単位・１５回 講義 阿部正美 

GIO（一般教育目標）： 

脳性麻痺、その他運動障害が主たる疾患児に対する基礎知識・作業療法の評価法を実習し、治療への道筋を理解する 

 

SBO（行動目標）： 

①脳性麻痺の疾患像・分類・支援法について理解し、実施することが出来る         

②発達障害児・者に対する作業療法において、評価・治療の流れを理解する           

③脳性麻痺、運動障害が主たる疾患児に対して、基本的生活技能の援助法を理解し、実施することが出来る。            

④症例検討において、グループで相互交流しながら作業療法の評価・治療立案の過程を実践することが出来る 

授業概要： 

本授業では、主に発達障害運動障害分野に関する基礎知識、評価・治療について、講義と演習・実技を通して学ぶとともに、当事者

からの講義を受ける事で、対象者とその家族に対する理解も深めることを狙いとする。 

 

回 授業計画又は学習の主題 授業時間外の予習・復習等 

1 脳性麻痺：疾患像① 予定している範囲内の教科書を読む 

2 脳性麻痺：疾患像② 予定している範囲内の教科書を読む 

3 脳性麻痺：疾患像③ 予定している範囲内の教科書を読む 

4 脳性麻痺タイプ別分類① 予定している範囲内の教科書を読む 

5 脳性麻痺タイプ別分類② 予定している範囲内の教科書を読む 

6 重度心身障害児への援助 予定している範囲内の教科書を読む 

7 その他の運動障害について 予定している範囲内の教科書を読む 

8 基本的生活技能の援助①（ポジショニング・シーティング） 予定している範囲内の教科書を読む 

9 基本的生活技能の援助②（食事） 予定している範囲内の教科書を読む 

10 基本的生活技能の援助③（更衣） 予定している範囲内の教科書・資料を読む 

11 評価と治療① 予定している範囲内の教科書・資料を読む 

12 評価と治療② 予定している範囲内の教科書・資料を読む 

13 外来講師講義 事前に配布された資料に目を通しておく 

14 症例検討 グループワーク 症例についてレポートをまとめる 

15 症例検討 発表・質疑・フィードバック 発表の準備をする。 

使用教科書：①「イラストで分かる 発達障害の作業療法」 

②「発達障害の作業療法」実践編 

参考図書： 

＊適時プリントを配布する 

単位認定の方法及び基準： 

①授業への議論の参加 ②授業での実技への参加 ③授業でのレポート作成 ④症例検討における参加・発表内容→２０％を 

目安 ⑤期末試験→８０％を目安 とした総合評価 

実務経験のある教員の担当する授業科目該当：  

有 

どのような実務経験を持つ担当教員が、どのような授業を行うのか： 

小児・療育の専門病院で作業療法を担当していた教員が、その経験を活かし実践例を交えた授業を展開する 



専門分野 作業治療学Ⅳ 夜間部３年次 後期 ２単位・１５回 講義 小峰一宏 

GIO（一般教育目標）： 

高次脳機能障害を有する方に対する作業療法の概要、評価の知識や実施、介入原則を理解し修得することを目的とする 

 

SBO（行動目標）： 

①大脳の構造を大まかに説明できる 

②CT や MRI などの画像所見について大まかに説明できる 

③各障害の症状や特徴を挙げ、必要な評価を選択することができる 

④作業療法を実践するための治療方法がいくつか挙げられる 

授業概要： 

講義、映像、演習を通じて、高次脳機能障害の特徴がイメージできるように進める。次に、各評価バッテリーや検査の目的を理解

し、クライエントに応じた評価が選択できるよう、グループディスカッションを取り入れる。さらに、評価技術体験を通し、臨床実

習Ⅰにつなげていく。 

回 授業計画又は学習の主題 授業時間外の予習・復習等 

1 高次脳機能障害とは（総論）、資料配布（検査バッテリー） 予定している主題範囲の教科書を読む 

2 中枢神経の機能と構造 中枢神経の機能と構造について 

3 演習  

4 画像所見の診かた 画像所見の診かたについて 

5 軽度意識障害、注意障害の概念・評価・介入原則 予定している主題範囲内の教科書を読む 

6 介入演習 評価バッテリー、検査方法の確認 

7 記憶障害、知能の概念・評価・介入原則 予定している主題範囲内の教科書を読む 

8 介入演習 評価バッテリー、検査方法の確認 

9 失語症、失行症の概念・評価・介入原則 予定している主題範囲内の教科書を読む 

10 介入演習 評価バッテリー、検査方法の確認 

11 失認症、視空間認知障害、半側空間無視の概念・評価・介入原則 予定している主題範囲内の教科書を読む 

12 介入演習 評価バッテリー、検査方法の確認 

13 遂行機能障害・社会適応障害の概念・評価・介入原則 予定している主題範囲内の教科書を読む 

14 介入演習 評価バッテリー、検査方法の確認 

15 評価と治療の流れ 予定している主題範囲内の教科書を読む 

使用教科書： 

「標準作業療法学専門分野 高次脳機能作業療法学第 2 版」 

参考図書： 

「作業療法評価学第 3 版」「PT・OT 基礎から学ぶ画像の読み方」他 

単位認定の方法及び基準： 

定期試験 80％および授業態度、課題 20％による総合評価 

実務経験のある教員の担当する授業科目該当： 

有 

どのような実務経験を持つ担当教員が、どのような授業を行うのか： 

作業療法として、医療機関や施設におけるリハビリテーションに携わってきた。多くのクライエントと関り、支援してきた経験談を

交え、特徴を理解してもらえるように授業展開していく。 



専門分野 作業治療学実習Ⅰ 夜間部３年次 後期 １単位・１５回 実習 小峰一宏 

GIO（一般教育目標）： 

疾患別の病態を理解し、作業療法の概要、評価の知識や実施、介入原則を理解したうえで、クライエントに応じた作業療法評価

計画および治療計画立案・実施ができるよう知識や技術を修得することを目的とする。 

 

SBO（行動目標）： 

①各疾患の特徴に応じた介入原則について述べ、必要な評価を選択することができる 

②作業療法を実践するための治療方法がいくつか挙げられる 

授業概要： 

講義、映像、演習を通じて、身体機能障害の特徴がイメージできるように進める。次に、各評価バッテリーや検査の目的を理解し、

クライエントに応じた評価が選択できるよう、グループディスカッションを取り入れる。さらに、評価技術体験を通し、臨床実習Ⅰ

につなげていく。 

回 授業計画又は学習の主題 授業時間外の予習・復習等 

1 神経筋疾患（多発性硬化症、ギランバレー症候群、重症筋無力症） 予定している主題範囲内の教科書を読む 

2 演習  

3 神経変性疾患（脊髄小脳変性症、筋委縮性側索硬化症） 予定している主題範囲内の教科書を読む 

4 演習  

5 骨関節疾患（骨折、靭帯・腱損傷、熱傷、関節リウマチ、加齢性関節疾患） 予定している主題範囲内の教科書を読む 

6 演習  

7 演習  

8 脊髄損傷、末梢神経損傷 予定している主題範囲内の教科書を読む 

9 演習  

10 演習  

11 脳血管障害 予定している主題範囲内の教科書を読む 

12 演習  

13 演習  

14 身体機能作業療法学の枠組み（まとめ）  

15 演習  

使用教科書： 

「標準作業療法学専門分野 身体機能作業療法学第 3 版」 

参考図書： 

「神経内科学テキスト改訂第 4 版」「標準理学療法学・作業療法学専門基礎分野 整形外科学第 4 版」 

単位認定の方法及び基準： 

定期試験 80％および授業態度、課題 20％による総合評価 

実務経験のある教員の担当する授業科目該当： 

有 

どのような実務経験を持つ担当教員が、どのような授業を行うのか： 

作業療法として、医療機関や施設におけるリハビリテーションに携わってきた。多くのクライエントと関り、支援してきた経験談を

交え、特徴を理解してもらえるように授業展開していく。 

 



専門分野 作業治療学実習Ⅱ 夜間部３年次 前期 １単位・１５回 実習 土居大祐 

GIO（一般教育目標）： 

⑴ 精神疾患・障害の特徴に合わせて、自ら実現可能で有効な作業療法を計画出来る力を身に付ける 

⑵ 精神疾患・障害の回復段階・時期に合わせ、自ら実現可能で有効な作業療法を計画出来る力を身に付ける 

SBO（行動目標）： 

⑴ 精神障害の各疾患、障害の特徴を理解する事が出来る 

⑵ 疾患ごとに対し、作業療法において考慮する事項を理解する事が出来る 

⑶ 症例を通した課題で自ら考え、活動課題を通して考えた事と行動を一致させる事が出来る 

⑷ 疾患ごとの国家試験の関連問題を解く事が出来る 

 

授業概要： 

各精神疾患・障害の特徴や回復段階・時期に合わせ、講義と症例検討で実例を学び、精神科作業療法の治療や援助の実践を学ぶ 

 

回 授業計画又は学習の主題 授業時間外の予習・復習等 

1 概要説明・作業療法士自身の影響～受容とは何か～ 授業を基に各自学習計画を立てる 

2 気分（感情）障害 予定している主題範囲内の教科書を読む 

3 うつ病症例（課題） 配布した資料を読み，課題について考える 

4 神経症圏 摂食障害 予定している主題範囲内の教科書を読む 

5 転換性障害症例（課題） 配布した資料を読み，課題について考える 

6 パーソナリティ障害 予定している主題範囲内の教科書を読む 

7 学習理論・認知行動療法 配布した資料を読み，課題について考える 

8 物質関連障害・物質誘発性障害 予定している主題範囲内の教科書を読む 

9 アルコール依存症例（課題） 配布した資料を読み，課題について考える 

10 器質性精神障害 老年期精神障害 予定している主題範囲内の教科書を読む 

11 血管性認知症例・バリデーションの実践 配布した資料を読み，課題について考える 

12 統合失調症 予定している主題範囲内の教科書を読む 

13 精神科領域での実習に向けて 精神科領域の実習について各自で考える 

14 統合失調症症例・プログラム検討（課題） 配布した資料を読み，課題について考える 

15 臨床における精神科作業療法の実践例 SBO 達成度を確認する 

使用教科書： 

「標準作業療法学専門分野精神機能作業療法学 第２版」 

参考図書： 

「精神障害と作業療法 新版」 「精神障害作業療法学 改訂第２版」 

単位認定の方法及び基準： 

定期試験（80％）課題提出及び授業態度（20％）による総合評価 

実務経験のある教員の担当する授業科目該当： 

有 

どのような実務経験を持つ担当教員が、どのような授業を行うのか： 

精神科病院にて作業療法士として治療に携わった経験がある。精神科作業療法の実務経験に基づいて、精神科領域で活躍出来る作業

療法士の養成の為の授業を展開していく。 



専門分野 作業治療学実習Ⅲ 夜間部３年次 前期 １単位・１５回 実習 阿部正美 

GIO（一般教育目標）： 

発達障害・知的障害分野に関する基礎知識・評価法及び治療の方法が理解出来る。 

SBO（行動目標）： 

①発達障害・知的障害分野の各疾患の疾患像が理解出来る 

②発達障害児に対する作業療法の評価・治療の概要を理解し実施することが出来る。 

③発達障害児に対して、基本的生活技能の援助法の概要を理解し、実施することが出来る。   

④発達障害児の問題行動について、理解し支援することが出来る。 

⑤症例検討において、グループで相互交流しながら作業療法の評価・治療の過程を実践することが出来る      

授業概要：本授業では、主に発達障害知的障害分野に関する基礎知識、評価・治療について、講義と演習・実技を通して学ぶととも

に、当事者からの講義を受ける事で、対象者とその家族に対する理解も深めることを狙いとする。 

 

回 授業計画又は学習の主題 授業時間外の予習・復習等 

1 治療理論、発達評価法の実際 予定している範囲内の教科書・資料を読む 

2 発達評価法の実際② 予定している範囲内の教科書・資料を読む 

3 自閉症<ASD>の評価と治療① 予定している範囲内の教科書を読む 

4 自閉症<ASD>の評価と治療② 予定している範囲内の教科書を読む 

5 自閉症高機能群（旧アスペルガー症候群）の評価と治療      予定している範囲内の教科書を読む 

6 注意欠陥多動性障害（ADHD）の評価と治療    予定している範囲内の教科書を読む 

7 学習障害（LD）の評価と治療 予定している範囲内の教科書を読む 

8 その他の疾患 予定している範囲内の教科書を読む 

9 遊びの評価と援助① おもちゃ企画・作成 課題：１３までにおもちゃの企画と作成 

10 問題行動の理解と対処① 予定している範囲内の教科書・資料を読む 

11 問題行動の理解と対処② 予定している範囲内の教科書・資料を読む 

12 外部講師講義 事前に配布された資料に目を通しておく 

13 遊びの評価と援助② おもちゃ発表 プレゼンの準備をする 

14 症例検討 グループワーク 症例についてレポートをまとめる 

15 症例検討 発表・質疑・フィードバック 発表の準備をする。 

使用教科書： 

「知りたかった！PT・OT のための発達障害ガイド」  

参考図書： 

「発達障害の作業療法」基礎編・実践編 ＊適時プリントを配布する 

単位認定の方法及び基準： 

①授業への議論の参加 ②授業での実技への参加 ③授業でのレポート作成 ④症例検討における参加・発表内容→２０％を 

目安 ⑤期末試験→８０％を目安 とした総合評価 

実務経験のある教員の担当する授業科目該当： 

 有 

どのような実務経験を持つ担当教員が、どのような授業を行うのか： 

小児・療育の専門病院で作業療法を担当していた教員が、その経験を活かし実践例を交えた授業を展開する 

 



専門分野 作業治療学実習Ⅳ 夜間部３年次 前期 １単位・１５回 実習 須藤京子 

GIO（一般教育目標）： 

高齢社会と社会制度の概要を知る。また、高齢期の心身の特徴および多くみられる疾患について理解する。 

高齢期の対象者の情報収集および評価について学ぶ。 

SBO（行動目標）： 

 ①高齢期の生理的・身体的特徴、心理・精神的特徴、および老年症候群について、具体的な説明ができる。 

②認知症の分類や疾患を列挙できる。また、行動や症状のとらえかた方を検討することができる。 

③高齢期作業療法の役割、機能、目的について、具体例を通して説明することができる。 

授業概要： 

 高齢者をとりまく社会的環境、加齢に伴う心身の変化、多くみられる疾患について、概要を理解する。作業療法評価の方法（情報

収集や評価の視点）を学ぶ。 

回 授業計画又は学習の主題 授業時間外の予習・復習等 

1 高齢者の定義 高齢者福祉制度、介護保険制度 予習：居住地または関わりのある自治体の介護保険

制度のパンフレットを入手し、一読しておく 

2 高齢者の生理的・身体的特徴、心理的特徴、実態調査結果 予習：年をとるとはどういうことか考える 

3 高齢期におけるリハビリテーションの理念、作業療法の目的  

4 老年症候群１ 予習：教科書「Ⅵ.高齢期の一般的特徴」pp39- 

5 老年症候群２ 予習：同上「健康高齢者のケース」pp150-154 

6 高齢期に多い疾患：循環器、呼吸器疾患 予習：同上「Ⅶ.高齢期に多い疾患」pp51-56 

7 高齢期に多い疾患：内分泌代謝疾患 予習：同上, pp59-60 

8 高齢期に多い疾患：神経疾患 予習：同上, pp56-57 

9 高齢期に多い疾患：運動器疾患 予習：同上, pp57-59 

10 高齢期に多い疾患：精神疾患 予習：同上, pp60-61 

11 認知症の定義と分類 予習：同上, pp64-68, pp130-140 

12 認知症の症状と周辺症状 予習：同上, pp66-73, pp140-146 

13 認知症観察からの評価 １  

14 認知症観察からの評価 ２  

15 終末期を考える（予定）  

使用教科書： 「標準作業療法学 高齢期作業療法学 第３版」医学書院 

「高齢者のための知的機能検査の手引き」（株）ワールドプランニング 

参考図書： 

 「老年期の作業療法 第３版」三輪書店   「高齢期における認知症のある人への作業療法」三輪書店 

  「標準作業療法学 身体機能作業療法学 第３版」医学書院 

単位認定の方法及び基準： 

  課題発表および授業への貢献度 15％、提出物 15％、定期試験 70％による総合評価 

実務経験のある教員の担当する授業科目該当： 

 有 

どのような実務経験を持つ担当教員が、どのような授業を行うのか： 

 担当教員は介護老人保健施設、病院（身体障害）での作業療法の業務経験を持つ。主体的な調べ学習、クラス内発表を取り入れる。 

 



専門分野 作業療法技術Ⅰ 夜間部３年次 後期 ２単位・３０回 実習 小田島毅 

GIO（一般教育目標）： 

義肢装具士の基礎を理解し、作業療法士として必要な基本的な知識の修得をめざす。 

 

SBO（行動目標）： 

①義肢（義手・義足）の構造・分類・使用目的を理解する 

②装具（上肢・下肢・体幹）の構造・分類・使用目的を理解する 

 

授業概要： 

義肢装具についての総論の講義を行い、映像または実物の義肢装具を見せながら、その機能・目的について学ぶ。作業療法士に係り

の深い義手・上肢装具は特に時間を多く用いて、全体的には９回ほどの小テストを行い、理解を深め確認していく。 

 

 

回 授業計画又は学習の主題 授業時間外の予習・復習等 

1 講師自己紹介 授業オリエンテーション 前もって教科書を読んでおく 

2 学生自己紹介文記入 業界の紹介 義手総論 前もって教科書を読んでおく 

3 義手総論 制度 分類 前もって教科書を読んでおく 

4 義手各論 前腕義手 上腕義手 前もって教科書を読んでおく 

5 義手前回分小テスト① 解答 前回の講義内容を復習しておく 

6 義手の部品 義手の分類、機能、操作の映像 教科書を読んでおく 

7 義手前回分小テスト② 解答 前回の講義内容を復習しておく 

8 義手の適合チェック 教科書を読んでおく 

9 義手前回分確認 小テスト③ 解答 前回の復習 

10 節電義手の紹介・解説 教科書を読む 

11 義手前回分確認 小テスト④ 解答 前回の復習 

12 電動（節電）義手の実習（節電位をとる） 教科書を読む 

13 上腕切断者に実際を聞く  

14 実習 印象材で手掌を作る  

15 義足総論 教科書を読む 

使用教科書： 

「義肢装具のチェックポイント」 

参考図書： 

 「入門義肢装具」 

単位認定の方法及び基準： 

 定期テスト 100％（小テストから出題）、出席状況・小テストの結果による総合評価 

実務経験のある教員の担当する授業科目該当： 

 有 

どのような実務経験を持つ担当教員が、どのような授業を行うのか： 

 義肢装具士としての臨床経験 29 年 義肢装具養成専門学校の講師として 24 年 

 その経験を基として作業療法士として係る 義肢装具の基礎知識を伝える 



専門分野 作業療法技術Ⅰ 夜間部３年次 後期 ２単位・３０回 実習 小田島毅 

GIO（一般教育目標）： 

義肢装具士の基礎を理解し、作業療法士として必要な基本的な知識の修得をめざす。 

 

SBO（行動目標）： 

①義肢（義手・義足）の構造・分類・使用目的を理解する 

②装具（上肢・下肢・体幹）の構造・分類・使用目的を理解する 

 

授業概要： 

義肢装具についての総論の講義を行い、映像または実物の義肢装具を見せながら、その機能・目的について学ぶ。作業療法士に係り

の深い義手・上肢装具は特に時間を多く用いて、全体的には９回ほどの小テストを行い、理解を深め確認していく。 

 

 

回 授業計画又は学習の主題 授業時間外の予習・復習等 

16 義足総論 パワーポイントにて解説 教科書を読む 

17 義足前回分確認 小テスト⑤ 解答 前回の復習 

18 膝継手について インテリジェント膝継手紹介映像 教科書・レジメを読む 

19 義足前回分確認 小テスト⑥ 解答 前回の復習 

20 義足を映像にて解説 「切断と義肢」 教科書・レジメを読む 

21 上肢装具 装具の概論 教科書を読む 

22 上肢装具 分類（種類）・機能 教科書を読む 

23 上肢装具 確認 小テスト⑦ 解答 前回の復習 

24 上肢装具 尺骨・正中・橈骨神経について レジメを読む 

25 上肢装具 確認 小テスト⑧ 解答 前回の復習 

26 上肢装具 国試の過去問題 解答 前回の復習 

27 装具 分類についての確認テスト⑨ 解答 前回の復習 

28 体幹装具・靴型装具 教科書・レジメを読む 

29 下肢装具 種類・機能 特に下肢装具の解説 教科書・レジメを読む 

30 下肢装具解説 学生感想文 教科書・レジメを読む 

使用教科書： 

「義肢装具のチェックポイント」 

参考図書： 

 「入門義肢装具」 

単位認定の方法及び基準： 

 定期テスト 100％（小テストから出題）+出席状況・小テストの結果による総合評価 

実務経験のある教員の担当する授業科目該当： 

 有 

どのような実務経験を持つ担当教員が、どのような授業を行うのか： 

 義肢装具士としての臨床経験 29 年 義肢装具養成専門学校の講師として 24 年 

 その経験を基として作業療法士として係る 義肢装具の基礎知識を伝える 



専門分野 作業療法技術Ⅱ 夜間部２年次 
通年 

前期 
２単位・３０回 実習 浦田祐美子 

GIO（一般教育目標）： 

基本動作及び各日常生活活動を分析し、評価できるようになるために評価方法に関連した知識・技術を習得する。又、障害をもった

人が生活する上での工夫、福祉用具、リハビリテーション関連機器について基礎的な知識・技術を習得する。 

SBO（行動目標）： 

1.基本動作・日常生活活動（ADL）・手段的日常生活動作（IADL）の分析ができる 

2.基本動作・日常生活活動（ADL）・手段的日常生活動作（IADL）の評価を行うことができる 

3.各疾患の特性を理解し、それに合わせた福祉機器・リハビリテーション関連機器を列挙することができる 

4.各疾患の特性を理解し、それに合わせたスプリントを作製することができる 

5.各疾患の特性を理解し、それに合わせた生活の工夫・指導をすることができる 

授業概要： 

本授業では、日常生活動作とそれに関連する動作の分析・評価を行う。各疾患の特性に合わせた生活の工夫を講義・実技を交えてま

なび、更に日常生活活動におけるリハビリテーション関連機器の活用や福祉用具の作成についての知識も深めていく。 

回 授業計画又は学習の主題 授業時間外の予習・復習等 

1 日常生活活動(ADL)と手段的日常生活動作（IADL）の概念 復：ADL と IADL について説明できる 

2 ADL の評価法（日常生活自立度、BI） 復：評価法の特徴の確認 

3 ADL の評価法（FIM ） 復：評価法の特徴の確認 

4 ADL の評価法（FIM） 復：評価法の特徴の確認 

5 動作の観察・分析とは 復：配布資料の復習 

6 基本動作の観察と分析・関連する福祉用具の活用方法 復：配布資料の復習 

7 寝返り・起き上がりの観察と分析 介助方法 復：配布資料の復習 

8 床からの立ち上がりの観察と分析 介助方法 復：配布資料の復習 

9 立ち上がりの観察と分析 介助方法 復：配布資料の復習 

10 歩行の観察と分析・関連する福祉用具(機器)の活用方法 復：配布資料の復習 

11 車椅子の種類 介助方法 復：配布資料の復習 

12 手指操作機能の観察と分析 スプリント概要 予：スプリントの種類 

13 スプリント作製 Ⅰ  

14 スプリント作製 Ⅱ   

15 まとめ 予：全体の質問事項をまとめてくる 

使用教科書：「PT・OT ビジュアルテキスト ADL 第１版」 

参考文献： 

①「新版姿勢と動作」.メジカルフレンド社. ②「作業療法学全書第 10 巻作業療法学 2 福祉用具の使い方・住環境整備」.協同医書

出版社.③「症例運動分析‐動画から学ぶ姿勢と動作分析‐」 ④「写真でみる 基本スプリントの作りかた」※その他、資料を配布

する。 

単位認定の方法及び基準： 

課題 20％ 実技試験 20％ 定期試験 60％の総合評価 

実務経験のある教員の担当する授業科目該当：有 

どのような実務経験を持つ担当教員が、どのような授業を行うのか： 

担当教員は作業療法士として、医療・介護・在宅リハビリテーションにて、個々の特性に合わせた ADL の治療に携わってきた。そ

の経験を活かし、学生が『対象者本人と介護者の生活のしやすさ』を考えて実施できるよう授業を展開していく。 

 



専門分野 作業療法技術Ⅱ 夜間部２年次 
通年 

後期 
２単位・３０回 実習 浦田祐美子 

GIO（一般教育目標）： 

基本動作及び各日常生活活動を分析し、評価できるようになるために評価方法に関連した知識・技術を習得する。又、障害をもった

人が生活する上での工夫、福祉用具、リハビリテーション関連機器について基礎的な知識・技術を習得する。 

SBO（行動目標）： 

1.基本動作・日常生活活動（ADL）・手段的日常生活動作（IADL）の分析ができる 

2.基本動作・日常生活活動（ADL）・手段的日常生活動作（IADL）の評価を行うことができる 

3.各疾患の特性を理解し、それに合わせた福祉機器・リハビリテーション関連機器を列挙することができる 

4.各疾患の特性を理解し、それに合わせたスプリントを作製することができる 

5.各疾患の特性を理解し、それに合わせた生活の工夫・指導をすることができる 

授業概要： 

本授業では、日常生活動作とそれに関連する動作の分析・評価を行う。各疾患の特性に合わせた生活の工夫を講義・実技を交えてま

なび、更に日常生活活動におけるリハビリテーション関連機器の活用や福祉用具の作成についての知識も深めていく。 

回 授業計画又は学習の主題 授業時間外の予習・復習等 

16 座位姿勢とリーチ動作の観察と分析 復：配布資料の復習 

17 福祉機器・リハビリテーション関連機器 復：配布資料の復習 

18 活動・工程・動作・運動分析 復：配布資料の復習 

19 更衣動作の観察と分析 復：配布資料の復習 

20 トイレ・入浴動作の観察と分析 復：配布資料の復習 

21 食事・整容動作の観察と分析 復：配布資料の復習 

22 IADL の観察と分析、自助具の概念と種類 復：配布資料の復習 

23 国際福祉機器展（校外学習） 復：レポート提出あり 

24 脳卒中者の ADL の工夫 予：授業範囲の教科書を読む 

25 脊髄損傷者の ADL の工夫 予：授業範囲の教科書を読む 

26 パーキンソン者の ADL の工夫 予：授業範囲の教科書を読む 

27 関節リウマチ者の ADL の工夫 予：授業範囲の教科書を読む 

28 自助具作製 Ⅰ 予：自助具の案を考えてくる 

29 自助具作製 Ⅱ  

30 作製自助具の発表、まとめ 予：自助具発表の準備 

使用教科書：「PT・OT ビジュアルテキスト ADL」第１版 

参考文献： 

①「新版姿勢と動作」.メジカルフレンド社. ②「作業療法学全書第 10 巻作業療法学 2 福祉用具の使い方・住環境整備」.協同医書

出版社.③「症例運動分析‐動画から学ぶ姿勢と動作分析‐」 ④「写真でみる 基本スプリントの作りかた」※その他、資料を配布

する。 

単位認定の方法及び基準： 

課題 20％ 実技試験 20％ 定期試験 60％ の総合評価 

実務経験のある教員の担当する授業科目該当：有 

どのような実務経験を持つ担当教員が、どのような授業を行うのか： 

担当教員は作業療法士として、医療・介護・在宅リハビリテーションにて、個々の特性に合わせた ADL の治療に携わってきた。そ

の経験を活かし、学生が『対象者本人と介護者の生活のしやすさ』を考えて実施できるよう授業を展開していく。 

 



専門分野 臨床実習Ⅰ 夜間部３年次 後期 ３単位・１５日 実習 
森倉麗子・阿部正美・越智哲夫 

須藤京子・土居大祐・小峰一宏 

GIO（一般教育目標）： 

   作業療法士学生としての基本的態度を身につける           

対象者を理解することを中心に、臨床現場において学ぶことが出来る 

  目標に関わる＜見学・模倣・実施＞のプロセスを経験する 

 

SBO（行動目標）： ＊臨床見学の SBO の達成を前提に 

１．必要な情報を収集することが出来る 

２．適切な評価法を列挙することが出来る 

３．得られた情報の整理と課題抽出、目標設定を経験する 

４．必要な事項を記録出来る 

５．リハゴール・作業療法目標の理解が出来る 

６．職場内の整理・整頓、治療用具の準備・片付けをすることが出来る 

 

授業概要： 

主な対象領域は、次のとおりである。身体障害、精神障害、発達障害、老年期障害 

日々の実習参加 

実習施設における実習課題遂行 

終了後の学内セミナーでの発表 

 

回 授業計画又は学習の主題 授業時間外の予習・復習等 

 他部門からの情報収集 

評価に関する知識の理解 

評価技術の経験・実施 

記録と報告 

作業療法室の見学 

病院及び施設全体の各部門のオリエンテーション 

ケースカンファレンス、勉強会、病院行事等への出席 

作業療法部門の管理・運営についての説明 

 

デイリー・ケースノートの記述、 

レジュメの作成 

単位認定の方法及び基準： 

実習指導者による評定・総合所見（７０％）、及び学内セミナーの発表結果による教員評価（３０％）を合算した総合評価 

 

 

 



専門分野 作業療法演習Ⅱ 夜間部３年次 
通年 

前期 
４単位・３０回 演習 浦田祐美子・須藤京子 

GIO（一般教育目標）： 

臨床実習及び将来的に作業療法士として働いていく上で、必要な技術・臨床的態度を理解し、臨床実習Ⅰに出る為の実践的準備・学

習ができる。 

SBO（行動目標）： 

①臨床現場で相応しい態度・接遇を理解し、実践することが出来る 

②デイリーノートを書くことが出来る 

③作業療法のプロセスを理解し、必要な評価項目を選択し評価計画を立案出来る 

④評価結果から ICF にまとめ、目標を設定し考察することが出来る 

授業概要： 

臨床見学で学んだ経験を振り返り、情報共有する。臨床現場で必要な態度・接遇を理解していく。学外実習を通して、観察・記録の

方法を学ぶ。臨床での作業療法士のプロセスに必要な評価項目を選択し評価計画を立案する。評価結果から ICF にまとめて、目標

を設定するまでの工程をグループ学習を交えて学んでいく。 

回 授業計画又は学習の主題 授業時間外の予習・復習等 

1 臨床見学を振り返る 予：臨床見学での経験のまとめ 

2 学外実習（キッズガーデン）オリエンテーション 復：学外実習日程・課題の再確認 

3 演習Ⅱ・Ⅲ合同授業 実技試験練習及び実習についての情報交換 予：質問内容を考えてくる 

4 デイリーノート 書き方 復：デイリーノート記入の練習 

5 医療職として相応しい態度・接遇  実習の手引きの確認 ※筋カード 復：下肢筋カード作成 

6 作業療法プロセスについて 復：配布資料を読み返す 

7 ケースレポートとは  面接 復：配布資料を読み返す 

8 情報収集（一般・他部門） 予：他部門の仕事内容について調べてくる 

9 疾患別評価項目①（グループ） 復：疾患別評価項目調べ 

10 疾患別評価項目②（グループ） 復：疾患別評価項目調べ 

11 ICF にまとめる 復：配布資料を読み返す 

12 目標設定 復：配布資料を読み返す 

13 事例検討①  

14 事例検討②  

15 まとめ  

使用教科書： 

「作業療法実践の仕組み 改訂第２版」 

参考図書： 

「臨床実習Ⅰの手引き」「臨床実習とケーススタディ 第２版」 

単位認定の方法及び基準： 

前期試験３０％、学外実習１０％、後期実技試験５０％、課題・授業態度１０％による総合評価 

実務経験のある教員の担当する授業科目該当： 

有 

どのような実務経験を持つ担当教員が、どのような授業を行うのか： 

担当教員は作業療法士として、医療・介護・在宅リハビリテーションに携わり、実習生を指導した経験がある。その経験を活かし、

臨床実習Ⅰで必要な技術・知識を習得するため事例検討を含めた授業を展開していく。 



専門分野 作業療法演習Ⅱ 夜間部３年次 
通年 

後期 
４単位・３０回 演習 浦田祐美子・須藤京子 

GIO（一般教育目標）： 

臨床実習及び将来的に作業療法士として働いていく上で、必要な技術・臨床的態度を理解し、臨床実習Ⅰに出る為の実践的準備・学

習ができる。 

SBO（行動目標）： 

①前期での ICF の講義をふまえ、MTDLP の概要を理解し使用した評価が出来る。 

②臨床実習で要求される技術について実践・学習し習得する。 

③評価実習演習において、実際に対象者を評価する中で、必要な技術・臨床的態度を習得する。 

④実習前の実技試験において、評価技術の適切な実施が出来る 

授業概要： 

 本授業では、グループあるいは個人で、必要な知識の学習や実技練習・症例検討さらに発表まで行うことで、臨床実習Ⅰのための

実践的準備が出来ることを狙いとする。 

回 授業計画又は学習の主題 授業時間外の予習・復習等 

16 臨床実習Ⅰの目的、内容、準備と心構え 臨床実習Ⅰ個人目標を考える 

17 MTDLP について① 総論、トップダウンとボトムアップアプローチ MTDLP について復習しておく 

18 MTDLP について② 演習 配布された資料に目を通す 

19 MTDLP について③ 演習 配布された資料に目を通す 

20 実習分野別学習① ＊実習地決定を踏まえて、グループ学習  

＊内容としては主に疾患毎の知識確認、症例の検討 

予定の範囲の教科書を読む 

レポートをまとめる 

21 実習分野別学習②  予定の範囲内の教科書を読む 

22 実習分野別学習③ 発表と質疑応答 発表の準備をする 

23 評価実習演習準備① 

 対象者は日本脳損傷者ケアリングコミュニティ様を予定、 

グループ学習、本番は授業枠以外で全日にて実施 

評価の計画・準備をする 

24 評価実習演習準備② 評価の計画・準備をする 

25 評価実習演習 評価のまとめ、レジュメ作成 レジュメを作成する 

26 評価実習演習 発表と質疑応答① 発表の準備をする 

27 評価実習演習 発表と質疑応答② 発表の準備をする 

28 実技試験の練習 ＊実習前に評価技術の習得確認の試験を行う、OSCE 形式、

試験は授業枠以外で全日実施 

実技試験の準備・練習 

29 実技試験の練習 実技試験の準備・練習 

30 演習Ⅰ・Ⅱ合同授業 ＊実技試験の練習及び交流の機会とする 実技試験の準備・練習、後輩への助言 

使用教科書：「作業療法実践の仕組み 改訂第２版」 「臨床実習Ⅰの手引き」 

参考図書： 「臨床実習とケーススタディ 第２版」 

単位認定の方法及び基準： 

前期試験３０％、学外実習１０％、後期実技試験５０％、課題・授業態度１０％による総合評価 

実務経験のある教員の担当する授業科目該当：  

有 

どのような実務経験を持つ担当教員が、どのような授業を行うのか： 

臨床にて実習指導者の経験がある教員が、その経験を活かし実践的準備に繋がる授業を展開する 

 



専門分野 作業治療学実習Ⅴ 夜間部４年次 前期 １単位・１５回 実習 小峰一宏 

GIO（一般教育目標）： 

高次脳機能障害を有する方に対する作業療法の介入原則を理解したうえで、クライエントに応じた作業療法評価計画および治療

計画立案・実施ができるよう知識や技術を修得することを目的とする。 

 

SBO（行動目標）： 

①各障害の症状に応じた介入原則について説明できる 

②事例の評価結果から、その臨床像を解釈できる 

③グループで作業療法評価計画および治療計画・実施について話し合い、その内容を説明することができる 

授業概要： 

講義、映像、演習を通じて、意識障害・注意・記憶障害・失語症・失行症・失認症・半側空間無視・社会適応障害・遂行機能障害

などの特徴を把握したうえで、事例検討からクライエントに応じた作業療法の治療展開が考えられるように授業を進めていく。 

 

回 授業計画又は学習の主題 授業時間外の予習・復習等 

1 高次脳機能障害総論（高次脳機能障害と関連の脳領域） 各障害の症状や特徴について学習 

2 高次脳機能障害と日常生活  

3 事例を通じて評価・介入原則を深める①注意障害 予定している出題範囲内の教科書を読む 

4 事例を通じて評価・介入原則を深める②記憶障害・失語 予定している出題範囲内の教科書を読む 

5 グループ発表 事例内容に関連する文献検索 

6 グループ発表 事例内容に関連する文献検索 

7 事例を通じて評価・介入原則を深める③失行 予定している出題範囲内の教科書を読む 

8 事例を通じて評価・介入原則を深める④失認・半側空間無視 予定している出題範囲内の教科書を読む 

9 グループ発表 事例内容に関連する文献検索 

10 グループ発表 事例内容に関連する文献検索 

11 事例を通じて評価・介入原則を深める⑤就労支援 予定している出題範囲内の教科書を読む 

12 事例を通じて評価・介入原則を深める⑥遂行機能障害・社会適応障害 予定している出題範囲内の教科書を読む 

13 事例を通じて評価・介入原則を深める⑦自動車運転 予定している出題範囲内の教科書を読む 

14 脳血管障害総論（脳梗塞・脳出血・脳腫瘍） 予定している出題範囲内の教科書を読む 

15 脳血管障害総論（硬膜下血腫・外傷性脳損傷） 予定している出題範囲内の教科書を読む 

使用教科書： 

「標準作業療法学専門分野 高次脳機能作業療法学第 2 版」 

参考図書： 

「病気がみえる⑦ 脳・神経」「身体機能作業療法学第 3 版」「作業療法評価学第 3 版」 

単位認定の方法及び基準： 

定期試験 80％および授業態度、課題 20％による総合評価 

実務経験のある教員の担当する授業科目該当： 

有 

どのような実務経験を持つ担当教員が、どのような授業を行うのか： 

作業療法として、医療機関や施設におけるリハビリテーションに携わってきた。多くのクライエントと関り、支援してきた経験談を

交え、特徴を理解してもらえるように授業展開していく。 



専門分野 地域作業療法学 夜間部３年次 後期 ２単位・１５回 演習 小峰一宏 

GIO（一般教育目標）： 

身体障害における筋・関節の評価法（関節可動域測定（ROM）、筋力検査（MMT））および評価に関連する知識、記録の仕方・解

釈とまとめ方を演習によって学習する 

SBO（行動目標）： 

①神経・筋・骨格系の構造を大まかに説明できる ②上肢・下肢の運動機能について大まかに説明できる 

③関節可動域測定（ROM）の概要、注意点、実施手順を理解し、クライエントに配慮した方法で実施できる 

④筋力検査（MMT）の概要、注意点、実施手順を理解し、クライエントに配慮した方法で実施できる 

⑤グループで作業療法介入計画・実施について話し合い、その内容を説明することができる 

授業概要： 

講義、映像、演習を通じて、身体機能障害の特徴がイメージできるように進める。次に、検査技術や検査の目的を理解し、クライ

エントに応じた評価が選択できるよう、グループディスカッションを取り入れていき、さらに、技術練習を通し、臨床実習Ⅰにつな

げていく。 

回 授業計画又は学習の主題 授業時間外の予習・復習等 

1 上肢帯と上肢の運動（評価各論） 予定している出題範囲内の教科書を読む 
2 演習 復習 

3 演習 復習 
4 演習 復習 
5 下肢帯と下肢の運動（評価各論） 予定している出題範囲内の教科書を読む 
6 演習 復習 
7 演習 復習 
8 演習 復習 
9 事例検討  

10 事例検討  
11 治療技術演習①関節可動域の維持・拡大 予定している出題範囲内の教科書を読む 
12 治療技術演習②筋力と筋持久力の維持増強 予定している出題範囲内の教科書を読む 
13 治療技術演習③感覚・知覚再教育 予定している出題範囲内の教科書を読む 
14 治療技術演習④筋緊張異常とその治療、協調運動障害とその治療 予定している出題範囲内の教科書を読む 
15 実技試験 予定している出題範囲内の教科書を読む 
使用教科書： 

「作業療法評価学第 3 版」「新・徒手筋力検査法第 9 版」「身体機能作業療法学第 3 版」 

参考図書： 

随時紹介 

単位認定の方法及び基準： 

課題提出、実技試験および定期試験、授業態度による総合評価 

実務経験のある教員の担当する授業科目該当： 

有 

どのような実務経験を持つ担当教員が、どのような授業を行うのか： 

作業療法として、医療機関や施設におけるリハビリテーションに携わってきた。多くのクライエントと関り、支援してきた経験談を

交え、特徴を理解してもらえるように授業展開していく。 



専門分野 地域作業療法技術論Ⅰ 夜間部３年次 前期 ２単位・１５回 講義 小峰一宏 

GIO（一般教育目標）： 

身体障害における筋・関節の評価法（関節可動域測定（ROM）、筋力検査（MMT））および評価に関連する知識、記録の仕方・解

釈とまとめ方を演習によって学習する 

 

SBO（行動目標）： 

①神経・筋・骨格系の構造を大まかに説明できる ②上肢・下肢の運動機能について大まかに説明できる 

③関節可動域測定（ROM）の概要、注意点、実施手順を理解し、クライエントに配慮した方法で実施できる 

④筋力検査（MMT）の概要、注意点、実施手順を理解し、クライエントに配慮した方法で実施できる 

授業概要： 

講義、映像、演習を通じて、身体機能障害の特徴がイメージできるように進める。次に、検査技術や検査の目的を理解し、クライエ

ントに応じた評価が選択できるよう、グループディスカッションを取り入れていき、さらに、学生間で実技練習を通し、臨床実習Ⅰ

につなげていく。 

回 授業計画又は学習の主題 授業時間外の予習・復習等 

1 運動器の構造と機能（機能解剖を含む）  

2 上肢帯と上肢の運動（総論） 予定している出題範囲内の教科書を読む 

3 演習 復習 

4 演習 復習 

5 演習 復習 

6 演習 復習 

7 下肢帯と下肢の運動（総論） 予定している出題範囲内の教科書を読む 

8 演習 復習 

9 演習 復習 

10 演習 復習 

11 演習 復習 

12 体幹の運動（総論・評価各論） 予定している出題範囲内の教科書を読む 

13 演習 復習 

14 演習 復習 

15 演習 復習 

使用教科書： 

「標準作業療法学専門分野 作業療法評価学第 3 版」「新・徒手筋力検査法第 9 版」「基礎運動学第 6 版補訂」 

参考図書： 

随時紹介 

単位認定の方法及び基準： 

課題提出、実技試験および定期試験、授業態度による総合評価 

実務経験のある教員の担当する授業科目該当： 

有 

どのような実務経験を持つ担当教員が、どのような授業を行うのか： 

作業療法として、医療機関や施設におけるリハビリテーションに携わってきた。多くのクライエントと関り、支援してきた経験談を

交え、特徴を理解してもらえるように授業展開していく。 



専門分野 地域作業療法技術論Ⅱ 夜間部４年次 前期 ２単位・１５回 講義 土居大祐 

GIO（一般教育目標）： 

⑴ 人間の職業的発達、就業の意義、職務分析、職業前評価及び障害者の就業状況を理解し、職業生活の継続を目標とした作業療法  

  を学ぶ 

SBO（行動目標）： 

⑴ 障害のある人にとっての職業・就労の意味を説明する事が出来る 

⑵ 職業リハビリテーションの理念と意義を説明する事が出来る 

⑶ 職業リハビリテーションにおいて，作業療法士が果たす役割を説明する事が出来る 

⑷ 障害者雇用に関する法制度や支援事業の説明する事が出来る 

授業概要： 

「働く」という事がどの様な価値を持つかという観点で作業療法を考え，対象者が就労・職場復帰する為の支援に関する基礎知識及

び支援方法を身に付ける事を目的とする。 

 

回 授業計画又は学習の主題 授業時間外の予習・復習等 

1 オリエンテーション しごとの意味➂ ～さみしい僕は森の中～ 配布した資料を読む 

2 作業療法士の就労支援 課題レポート準備 

3 ともに働く職場へ ～事例から学ぶ発達障害者雇用のポイント～ 課題レポート準備 

4 就労支援の実際 予定している主題範囲内の教科書を読む 

5 しごとの意味➁ ～病気とほのぼの屋と僕たちの未来～ 課題レポート準備 

6 職業レディネス検査実施 職業レディネス・テスト第 3 版を読む 

7 ともに働く職場へ ～事例から学ぶ精神障害者雇用のポイント～ 予定している主題範囲内の教科書を読む 

8 職業支援事業と障害者総合支援法等の理解 課題レポート準備 

9 就労支援施設見学 施設の概要を各自で調べる 

10 就労支援施設見学 報告レポート作成 

11 就労支援施設見学の振り返り 発表準備 

12 各種検査の実施 各種検査について予習をしておく 

13 各種検査の実施 各種検査について予習をしておく 

14 授業の振り返り 課題レポートの準備 

15 まとめ SBO の達成度を確認する 

使用教科書： 

「職業レディネス・テスト第 3 版」 「作業療法技術学 4 職業関連活動作業療法学全書 改訂第 3 版 第 12 巻」 

参考図書： 

「作業療法評価学第 3 版」 

単位認定の方法及び基準： 

定期試験（80％）課題提出及び授業態度（20％）による総合評価 

実務経験のある教員の担当する授業科目該当： 

有 

どのような実務経験を持つ担当教員が、どのような授業を行うのか： 

作業療法士として就労に携わった経験がある。就労支援の現状や障害者の地域参加の観点から基づき、地域で活躍出来る作業療法士

の養成の為の授業を展開していく。 



専門分野 臨床実習Ⅱ 夜間部４年次 通年 １６単位・８０日 実習 
森倉麗子・阿部正美・越智哲夫 

須藤京子・土居大祐・小峰一宏 

GIO（一般教育目標）： 

作業療法士学生としての基本的態度及び適切な行動がとれる 

対象者の特徴と目的と介入のつながりを中心に、臨床現場において学ぶことが出来る 

   目標に関わる＜見学・模倣・実施＞のプロセスを経験する 

 

SBO（行動目標）：＊臨床見学・実習Ⅰの SBO の達成を前提に 

１．基本的な治療技術を経験する 

２．作業療法の効果を検証出来る 

３．管理および運営の補助が出来る 

 

授業概要： 

主な対象領域は、次のとおりである。身体障害、精神障害、発達障害、老年期障害 

日々の実習参加 

実習施設における実習課題遂行 

終了後の学内セミナーでの発表 

 

回 授業計画又は学習の主題 授業時間外の予習・復習等 

 他部門からの情報収集 

評価・治療に関する知識の理解 

評価・治療技術の経験・実施 

記録と報告 

作業療法室の見学 

病院及び施設全体の各部門のオリエンテーション 

ケースカンファレンス、勉強会、病院行事等への出席 

作業療法部門の管理・運営についての説明 

 

 

デイリー・ケースノートの記述 

レジュメの作成 

 

単位認定の方法及び基準： 

実習指導者による評定・総合所見（７０％）、及び学内セミナーの発表結果による教員評価（３０％）を合算した総合評価 

 

 



専門分野 作業療法演習Ⅲ 夜間部４年次 通年 ２単位・１５回 演習 小峰一宏 

GIO（一般教育目標）： 

臨床実習Ⅱに行くために、必要な知識や技能を学習する。 

 

SBO（行動目標）： 

①臨床実習Ⅰを振り返り、臨床実習Ⅱに出るため必要な知識や技能、態度を知り、準備を行うことができる 

②働くことをイメージし、作業療法過程の復習、統合と解釈、治療計画立案を理解し、クライエントに配慮した方法を選択し、 

実施できる 

授業概要： 

事例検討を主としたかたちで、「ボトムアップ」「トップダウン」「ICIDH」「ICF」「MTDLP」を実践的に使用し、活用するために必要

な知識や技能や学んでいく。 

 

回 授業計画又は学習の主題 授業時間外の予習・復習等 

1 臨床実習Ⅰをふりかえり、臨床実習Ⅱに向けた課題・対策を明らかにする 臨床実習Ⅰの記録をふりかえる 

2 必要な情報を収集し、得られた情報の整理と課題を抽出する。 トップダウン・ボトムアップ 

3 夜 3 年との合同授業 復習 

4 課題に合わせた目標設定を学習し、適切な評価法を列挙する 復習 

5 生活行為向上マネジメントをもとにし、臨床思考過程を学習する（概要） 「MTDLP」「ICF」「ICIDH」 

6 同上（各シートの活用の仕方） 復習 

7 同上 復習 

8 同上 復習 

9 臨床実習Ⅰの症例情報を生活行為向上マネジメントツールに起こしてみる 臨床実習Ⅰの記録をふりかえる 

10 同上 臨床実習Ⅰの記録をふりかえる 

11 デイリーノートの書き方（SOAP など）を学習する 「SOAP」 

12 作業療法の効果検証の仕方を学習する 復習 

13 同上 復習 

14 卒業研究（事例検討について） 復習 

15 オリエンテーション，就職活動， 実習の手引きを読む 

使用教科書： 

必要に応じて、資料を配布する。 

参考図書： 

臨床実習の手引き 

単位認定の方法及び基準： 

課題提出、実技試験および定期試験、授業態度による総合評価 

実務経験のある教員の担当する授業科目該当： 

有 

どのような実務経験を持つ担当教員が、どのような授業を行うのか： 

作業療法として、医療機関や施設におけるリハビリテーションに携わってきた。多くのクライエントと関り、支援してきた経験談を

交え、特徴を理解してもらえるように授業展開していく。 

 



専門分野 作業療法特論Ⅰ 夜間部４年次 前期 ２単位・１５回 演習 佐藤智恵子 

GIO（一般教育目標）： 

これまでに学習した解剖学、運動学を再学習し、その知識を国家試験問題レベルで発揮することができる。 

SBO（行動目標）： 

①自己学習の方法について理解し、実践することができる。②グループ学習の方法を理解し、実践することができる。③上肢・下肢

の骨、関節の名称と特徴を言うことができる。④上肢・下肢・体幹筋の起始・停止、神経支配を言うことができる。⑤運動器系の 

画像を見ることができる。 

授業概要：グループ学習を通し、国家試験の問題をもとに解剖学、運動学の知識を再学習する。Wｉ－Fｉ環境で作動するパソコン、

タブレットを使用して授業を行うため、各自準備して出席すること。 

回 授業計画又は学習の主題 授業時間外の予習・復習等 

1 

 

オリエンテーション、上肢の骨、関節、筋の問題を試行し、わからない単語

の抽出、読み合わせ、分担 

予定している課題範囲内の教科書を読み、 

ポスターをつくる 

2 自己学習の方法を学ぶ 予定している課題範囲内の教科書を読み、 

ポスターをつくる 

3 グループ学習の方法を学ぶ 予定している課題範囲内の教科書を読み、 

ポスターをつくる 

4 グループ学習で知識を共有する 共有した知識を復習する 

5 グループ学習で知識を共有する 共有した知識を復習する 
6 グループ学習で知識を共有する 上肢の骨、関節、筋の知識の確認を行う 共有した知識を復習する 
7 下肢の骨、関節筋の問題を試行し、わからない単語の抽出、読み合わせ、 

分担 

予定している課題範囲内の教科書を読み、 

ポスターをつくる 

8 課題を自己学習する 予定している課題範囲内の教科書を読み、 

ポスターをつくる 

9 グループ学習で知識を共有する 共有した知識を復習する 
10 グループ学習で知識を共有する 共有した知識を復習する 
11 グループ学習で知識を共有する 下肢の骨、関節、筋の知識の確認を行う 共有した知識を復習する 
12 体幹の骨、関節筋の問題を試行し、わからない単語の抽出、読み合わせ、 

分担 

予定している課題範囲内の教科書を読み、 

ポスターをつくる 

13 課題を自己学習する 予定している課題範囲内の教科書を読み、 

ポスターをつくる 

14 グループ学習で知識を共有する 共有した知識を復習する 
15 グループ学習で知識を共有する 体幹の骨、関節、筋の知識の確認を行う 共有した知識を復習する 
使用教科書： 

今までに使用した解剖学、運動学の教科書。必要に応じて資料を配布する 

参考図書：関連する図書全般 

単位認定の方法及び基準：定期試験１００％による総合評価 

実務経験のある教員の担当する授業科目該当：有 

どのような実務経験を持つ担当教員が、どのような授業を行うのか： 

作業療法士として、医療機関や施設におけるリハビリテーションに携わってきた経験がある。その実務経験に基づいて、運動器の特

徴の理解に助言を与えるとともに、学生自らの行動学習によりイメージを持って理解できるようにする。 



専門分野 作業療法特論Ⅱ 夜間部４年次 後期 ２単位・１５回 演習 金谷恵美・佐藤智恵子 

GIO（一般教育目標）： 

作業療法特論Ⅰで得た学習方法を継続し、復習する。作業療法士に必要な専門分野とこれまで学んだ基礎医学・臨床医学の知識を復

習し、修得させる。 

 

SBO（行動目標）： 

①自己学習とグループ学習の方法を理解し、実行することができる。②基礎医学・臨床医学の知識を復習し、自己の苦手分野を克服

することができる。③作業療法の専門分野を復習し、臨床実習で学んだ知識と統合し、修得することができる。 

 

授業概要： 

３日間セミナーでは、自己学習とグループ学習の方法を理解していく。また、演習を通して、グループ間で理解度を確認していく。

学生自らの行動学習によりイメージを持って理解できるようにする。Wｉ－Fｉ環境で作動するパソコン、タブレットを使用して授業

を行うため、各自準備して出席すること。 

回 授業計画又は学習の主題 授業時間外の予習・復習等 

1 オリエンテーション  

2 ３日間セミナー 課題の復習 

3 ３日間セミナー 課題の復習 
4 ３日間セミナー 課題の復習 
5 基礎医学・臨床医学について講義とグループ学習で知識を修得する 課題の復習 
6 基礎医学・臨床医学について講義とグループ学習で知識を修得する 課題の復習 
7 基礎医学・臨床医学について講義とグループ学習で知識を修得する 課題の復習 
8 基礎医学・臨床医学について講義とグループ学習で知識を修得する 課題の復習 
9 基礎医学・臨床医学について講義とグループ学習で知識を修得する 課題の復習 

10 基礎医学・臨床医学について講義とグループ学習で知識を修得する 課題の復習 
11 作業療法専門分野について講義とグループ学習で知識を修得する 課題の復習 
12 作業療法専門分野について講義とグループ学習で知識を修得する 課題の復習 
13 作業療法専門分野について講義とグループ学習で知識を修得する 課題の復習 
14 作業療法専門分野について講義とグループ学習で知識を修得する 課題の復習 
15 作業療法専門分野について講義とグループ学習で知識を修得する 課題の復習 
使用教科書： 

「クエスチョン・バンク 理学療法士・作業療法士 国家試験問題解説 ２０２１ 共通問題／専門問題」 

今まで使用した教科書 

参考図書： 

今まで使用した教科書 

単位認定の方法及び基準： 

定期試験１００％による総合評価 

実務経験のある教員の担当する授業科目該当： 

有 

どのような実務経験を持つ担当教員が、どのような授業を行うのか： 

各分野で専門的な知識を有する講師である。その実務経験に基づいて、作業療法士として必要な範囲の講義を行う。 



専門分野 臨床見学 夜間部２年次 後期 １単位・５日 実習 
森倉麗子・阿部正美・越智哲夫 

須藤京子・土居大祐・小峰一宏 

GIO（一般教育目標）： 

作業療法士学生としての基本的態度を身につける 

病院や施設で、臨床場面の見学をすることにより、障害分野における医療的作業療法を知り、イメージすることが出来る 

目標に関わる＜見学・模倣＞のプロセスを経験する 

 

SBO（行動目標）： 

１．確認・連絡・報告及び相談が出来る 

２．対象者への関心を持ち、対象者や家族と良好な関係をつくることが出来る 

３．スタッフと適切な人間関係をつくることが出来る 

４．疑問点を自ら見つけ、解決しようと努力することが出来る 

５．職場における時間や規則、約束を守ることが出来る 

６．対象者への作業療法過程を、説明を受けて理解する 

７．施設の概要について、説明を受けて理解する 

 

授業概要： 

主な対象領域は、次のとおりである。身体障害、精神障害、発達障害、老年期障害 

日々の実習参加 

実習施設における実習課題遂行 

終了後の学内セミナーでの発表 

 

 授業計画又は学習の主題 授業時間外の予習・復習等 

 作業療法室の見学 

病院及び施設全体の各部門のオリエンテーション 

作業療法プログラムの説明 

ケースカンファレンス、勉強会、病院行事等への出席 

作業療法部門の管理・運営についての説明 

 

 

 

デイリーノートの記述、レジュメの作成 

単位認定の方法及び基準： 

実習指導者によるルーブリック評価、及び学内セミナーの発表結果による教員評価を合算した総合評価 

 

 



専門分野 作業療法演習Ⅰ 夜間部２年次 後期 ２単位・１５回 演習 土居大祐 

GIO（一般教育目標）： 

⑴ 作業療法士に求められる職業的態度を学び、臨床見学及び臨床実習に出るための準備を行う 

 

SBO（行動目標）： 

⑴ 作業療法士として必要なコミュニケーションスキル・接遇スキルを身に付ける事が出来る 

⑵ 作業療法士として観察した内容を記録する事が出来る 

⑶ 体験実習を経て、自ら振り返り、課題を発見する事が出来る 

⑷ シェア学習を通じ、グループの一員として協働する事が出来る 

授業概要： 

前半は作業療法士に求められる職業的態度や観察・記録の方法等を学び、体験実習や後半のシェア学習に活かす。又、同様に学んだ

事や体験した事を自ら振り返る事で課題を見つけ、臨床見学及び臨床実習に向けた準備に繋げる。 

 

回 授業計画又は学習の主題 授業時間外の予習・復習等 

1 オリエンテーション グループ分け 配布した資料を読む 

2 「対人援助者」に求められる態度を考える 配布した資料を読む 

3 観察と記録➀  配布した資料を読む・課題レポート準備 

4 観察と記録➁  課題レポート準備 

5 高齢者に対するグループレクリエーション 配布した資料を読む 

6 介護の基本－車椅子－ 配布した資料を読む 

7 体験実習についての振り返り 課題レポート準備 

8 シェア学習の打ち合わせ シェア学習に向けた準備 

9 シェア学習➀ 対人関係とマナー シェア学習に向けた計画表の準備 

10 シェア学習➁ 高齢者レクリエーション シェア学習に向けた計画表の準備 

11 見学実習にむけて➀ 今まで配布した資料の見直し 

12 シェア学習➂ 介護の基本－車椅子－ シェア学習に向けた計画表の準備 

13 シェア学習➃ 高齢者疑似体験 シェア学習に向けた計画表の準備 

14 見学実習にむけて➁ 今まで配布した資料の見直し 

15 まとめ SBO 達成度を確認する 

使用教科書： 

必要に応じて、資料を配付する。 

参考図書： 

「作業療法臨床実習マニュアル－指導者と学生のために」 「PT・OT のためのコミュニケーション実践ガイド第 2 版」 

単位認定の方法及び基準： 

課題提出及び授業態度（40％）成果確認テスト・実技テスト（60％）による総合評価 

実務経験のある教員の担当する授業科目該当： 

有 

どのような実務経験を持つ担当教員が、どのような授業を行うのか： 

作業療法士として 10 年務めた経験が有り、臨床見学及び、臨床実習で多くの学生を指導してきた。その経験を活かし、医療従事者

としての心構えを身に付けた作業療法士を養成する為の授業を展開していく。 



専門分野 作業治療学Ⅴ 夜間部４年次 前期 ２単位・１５回 講義 須藤京子 

GIO（一般教育目標）： 

地域包括ケアシステム、および高齢期の心身の特徴を踏まえて、高齢期の作業療法の目的や役割を説明することができる。 

また一般高齢者、高齢期に多くみられる疾患をもつ方に対する作業療法を模擬的に実施できる。 

SBO（行動目標）： 

 ①呼吸器疾患、パーキンソン病、認知症等をもつ対象者の評価結果を統合的に解釈し、生活行為にかかわる目標の設定ができる。 

また目標の達成につながる作業療法プログラムを立案し、模擬的に実施できる。 

②特定の高齢者の集団に対するプログラムを計画し、意図をもってグループで模擬的に実施できる。 

授業概要： 

 高齢者をとりまく社会的環境、加齢に伴う心身の変化、多くみられる疾患についての理解を深め、作業療法士として評価をまと

め、実践（治療、援助）につなげていくことをねらいとする。 

回 授業計画又は学習の主題 授業時間外の予習・復習等 

1 臨床実習Ⅰ振り返り 予習：臨床実習Ⅰにてどのような高齢者と 

関わる機会があったか、書いてくる 

2 地域包括ケアシステムと高齢期のリハビリテーション  

3 呼吸器疾患のリハビリテーション 予習：呼吸器疾患の原因と症状、作業療法 

4 呼吸器疾患のリハビリテーションと ADL  

5 パーキンソン病のリハビリテーション 予習：パーキンソン症、作業療法 

6 パーキンソン病のリハビリテーション  

7 認知症 関わるための理論  回想法 予習：認知症と関わるための理論を調べて 

みる 

8 認知症 コミュニケーション  

9 認知症と生活習慣、ADL  

10 認知症とアクティビティ  

11 レクリエーションを考える レクリエーションの準備（計画書・物品） 

12 レクリエーションを考える  

13 レクリエーションの実践 後日実施レポートを提出（グループ） 

14 レクリエーションの実践～フィードバック、振り返り  

15 まとめ  

使用教科書： 

 松房、新井編「標準作業療法学 高齢期作業療法学 第３版」医学書院 

参考図書： 

日本認知症コミュニケーション協議会「認知症ライフパートナー検定試験 公式テキスト」 

小川、竹田編「認知症の作業療法 第 2 版」医歯薬出版 

単位認定の方法及び基準： 

 課題発表および授業への貢献度 15％、提出物 15％、定期試験 70％による総合評価 

実務経験のある教員の担当する授業科目該当： 有 

どのような実務経験を持つ担当教員が、どのような授業を行うのか： 

 担当教員は介護老人保健施設、病院（身体障害）での作業療法の業務経験を持つ。実践的な授業を心がける。 

 

 


